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第１予算審査特別委員会（第２日目） 1 

H27.3.16 (月)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会  ９：５９ 4 

 委員動静報告 5 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。傍聴として北海道新聞社の傍聴を許 6 

可しております。 7 

 ただいまより本日の会議を開きます。 8 

 労働費、商工費 9 

 それでは、労働費、商工費を一括して説明を求めます。 10 

千田部長 （労働費、商工費について説明する。） 11 

委 員 長 説明が終わりました。 12 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 13 

清  水 まず、労働費ですが、103ページの労働諸費をごらんください。季節移動労働者 14 

援護事業に要する経費６万円で、まず季節労働者の人数、そのうち移動労働者 15 

の人数、割合をどのように把握しているか。３点目として、それぞれの人数は 16 

どの程度の減少傾向か伺います。 17 

 次に、通年雇用促進支援事業に要する経費、108万円についてですが、構成市町 18 

について、２点目、市町の負担割合について、３点目は事業概要について伺い 19 

ます。 20 

 次に113ページの７款商工費、商工業振興費についてですが、ただいま商店街ア 21 

ーケード照明維持費補助の中で駅前と鈴蘭のＬＥＤ化が100パーセント交換が終 22 

わったと受けとめていいのか。説明がございましたが、進捗率について伺いま 23 

す。また、ここが終わったということであれば、他の商店街のＬＥＤ化の進捗 24 

率について伺います。 25 

 中心市街地活性化対策事業に要する経費の、地域おこし協力隊関連事業費900 26 

万円で、起業型ですが、まず選考基準、２点目として選考されて滝川に来られ、 27 

試行開店をし、そして３年後開業していくわけですが、この３年間の基本的な 28 

スケジュールの見込みについて伺います。 29 

 次に、115ページの丸加高原伝習館等ですが、運営管理に要する経費の中で、ま 30 

ず管理等委託料の内訳です。２点目は、平成27年度の業務内容で開館時間、休 31 

館日、スノーシュー、自然ガイド等の利用者数目標、貸し館、貸し部屋利用目 32 

標等について伺います。 33 

今 主 査 労働費、労働諸費でありました季節労働者の件と通年雇用促進支援事業の件に 34 

ついてお答えをさせていただきたいと思います。 35 

 まず、季節労働者及び出稼ぎ労働者の推移ということですけれども、道内の季 36 

節労働者につきましては昭和55年の30万人をピークに平成24年時点では約８万 37 

5,000人と大きく減少しております。季節労働者や出稼ぎ労働者の推移につきま 38 

しては、毎年ハローワークから情報の提供を受けて把握しておりますが、滝川 39 

市においても10年前の平成16年度当時は1,179名の季節労働者がおり、そのうち 40 

約6.2パーセントの74名が出稼ぎ労働者でありました。現在は、平成25年度の数 41 

字で季節労働者は674名、うち4.7パーセントの32名が出稼ぎ労働者という状態 42 

で、季節労働者及び出稼ぎ労働者とも約半数程度まで減少しているという状況 43 

になっております。 44 
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 通年雇用促進支援事業に関する件ですが、当該事業につきましては、季節労働 45 

者の通年雇用化を目的とした国の委託事業で、現在３市２町で通年雇用促進協 46 

議会を構成して、国からの委託費と一部地域の負担金で事業を実施しておりま 47 

す。この３市２町につきましては、滝川市を含む芦別市、赤平市、新十津川町、 48 

雨竜町となっております。３市２町の負担割合につきましては、かかる経費を 49 

それぞれ地域の季節労働者割で算出しているところです。構成市町管内の季節 50 

労働者は、平成25年度1,253名と昨年度より56名減っておりますが、滝川市は昨 51 

年度より6,000円多い10万8,000円の負担金となっております。事業の概要とい 52 

たしましては、支援員による企業訪問や事業主向けあるいは季節労働者向けの 53 

セミナーの実施、そのほかさまざまな技能の資格取得講習などを行ってまいり 54 

ました。この結果といたしまして、協議会発足以降平成25年度までの６年間で 55 

94名の通年雇用化を実現しており、本事業としましては一定の成果はあったも 56 

のと捉えております。 57 

林 主 査 商店街アーケード照明維持費補助金につきましての質疑に対してお答えさせて 58 

いただきます。 59 

 ＬＥＤ化が全て終わったのかというご質疑でありますが、滝川駅前商店街は全 60 

てＬＥＤ化されております。鈴蘭中央商店街は、全長およそ439メートルのうち 61 

約100メートルが未実施になっておりまして、今回ＬＥＤ化がなされまして本補 62 

助金の交付対象となりますアーケードの全長1,200メートルのうち約650メート 63 

ル、全体の55パーセントに当たりますが、こちらがＬＥＤ化されたということ 64 

になります。この補助金の対象につきましては、滝川駅前商店街、鈴蘭中央商 65 

店街、銀座商店街の３商店街となりますが、今回ＬＥＤ化がされなかった銀座 66 

商店街につきましてはアーケードを商店街が所有する駅前商店街、鈴蘭中央商 67 

店街とは異なりまして各個人が所有されていますことから、ＬＥＤ化するに当 68 

たりましての初期投資の費用の捻出についてまとまらなかったこと、今後のア 69 

ーケード自体の取り扱いについて検討されているということから、ＬＥＤ化の 70 

事業が実施されなかったということで聞いております。 71 

 なお、電気料金につきましては、ＬＥＤ化を実施しました駅前商店街が約８割 72 

の減、月額平均しまして約４万5,000円だったものが約8,000円になります。鈴 73 

蘭中央商店街が６割の減、月額約６万円だったものが２万6,000円ほどが見込ま 74 

れる試算をされております。しかし、銀座商店街の管理組合につきましては、 75 

この４月からの電気料金の値上げにより、平成25年度の実績と比較しまして約 76 

15パーセントから40パーセントの料金の値上げが見込まれております。駅前商 77 

店街、鈴蘭中央商店街、２商店街のＬＥＤ化による減額効果の見込みと銀座商 78 

店街の電気料金の値上げ分を見込みまして、平成27年度の予算として計上させ 79 

ていただいているところです。 80 

後呂係長 地域おこし協力隊について、選考基準についてまずお答えいたします。 81 

 地域おこし協力隊につきましては、既にご承知のとおり都市住民など地域外の 82 

人材を積極的に誘致するということで、その定住、定着を図ることが一つの目 83 

的でございます。私たちは、定住、定着、このゴールを新規開業に定めまして、 84 

特に飲食関係とものづくり関係、これを念頭に商店街等において開業を目指す 85 

方を採用する予定でございます。その際の選考基準としましては、20歳以上55 86 

歳未満の男女で、飲食関係につきましては調理師免許または食品衛生責任者ま 87 

たは１年以上飲食等で調理の実務経験、それからものづくり関係につきまして 88 
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はみずから商品をつくり、販売した実績または１年以上のクラフト経験、また 89 

はクラフト系学校既卒者ということを選考の基準としまして、いずれも任期終 90 

了の翌年までに開業していただくことが要件でございます。 91 

 それから、３年間の基本スケジュールということでございますが、最初の１年 92 

から２年につきましては新規開業へのスタートアップとして位置づけておりま 93 

す。修業や体験などの自己のスキルアップ、それから試作品の開発、製造、販 94 

売、開業プランや各商業者とのネットワークの構築、そういったもので開業に 95 

向けた準備を整えていただきます。その際、当初から空き店舗を借り上げる形 96 

で地域おこし協力隊の活動拠点としますので、より柔軟な事業展開が期待でき 97 

ます。それから、３年目以降につきましては、滝川市の商店街において新規に 98 

出店していただき、ともに商店街のにぎわいづくりを進めていただく予定で、 99 

行政としましても最大限のバックアップをしてまいります。 100 

 なお、状況によっては時期が若干前後する可能性がありますので、ご了承いた 101 

だきたいと思います。 102 

運上課長補佐 115ページの丸加高原の伝習館等の運営管理に要する経費1,823万円のうち、ご 103 

質疑いただきましたのは管理等委託料の内容ということでございますけれども、 104 

管理等委託料235万1,000円の内訳につきましては、１つ目といたしまして伝習 105 

館とオートキャンプ場の夜間警備システムの委託料29万8,000円、２つ目といた 106 

しまして伝習館の浄化槽の保守点検に関する業務の委託料が100万4,400円、３ 107 

つ目といたしましてキャンプ場の浄化槽保守点検業務34万5,600円、４つ目とい 108 

たしまして伝習館の自家用電気工作物、いわゆる高圧受電用の設備の保安業務 109 

になりますが、この委託料が15万6,600円、５つ目といたしましてキャンプ場自 110 

家用電気工作物が９万5,040円、６つ目といたしましてボイラー、それから伝習 111 

館の受水槽の清掃、消毒等の業務がございます。これが45万468円となります。 112 

 それから、平成27年度の丸加高原の業務内容にかかわる部分でございますが、 113 

丸加高原伝習館の開館時間は午前８時30分から午後５時、休館日は年末につき 114 

ましては12月31日と１月の１日、２日の２日間、これ以外は全て営業してござ 115 

います。また、オートキャンプ場については、平成26年の６月中旬から９月の 116 

第４週ぐらいまでということで営業させていただいておりますけれども、キャ 117 

ンプ場につきましてはチェックインの時間が13時から17時までの間で、チェッ 118 

クアウトが８時半から11時というようなことで、先ほど申し上げた期間につい 119 

てはお休みがなく営業しているということになっております。ただし、キャン 120 

プ場につきましては荒天時等についての臨時休館はあり得るということがござ 121 

いますけれども、以上のような営業の形態になっております。 122 

 また、自然ガイド関係あるいはスノーシュー等の利用者数の目標ということで 123 

ございましたけれども、平成25年度の参加者数を見ますと、こういった企画事 124 

業、それから体験ガイド等のものに関しては285名の参加がありましたが、26 125 

年度の利用者が３月をまだ終わっていない今の時点で330名を超えております。 126 

おおむね１年では1.26倍の360名程度の体験事業に参加をいただけたという形に 127 

なろうかと思いますけれども、平成27年度におきましては丸加高原のほうで地 128 

域おこし協力隊も今後企画事業をいろいろと計画してございます。こういった 129 

ことから、さらに参加者がふえることを想定しておりまして、平成25年度の1.5 130 

倍程度を見込んでいる状況でございます。また、あわせてオートキャンプ場に 131 

ついても、これは歳入ベースのところで計算をして計画を立てておりますので、 132 
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オートキャンプ場の利用の際にも合わせての1.5倍ということでご理解いただけ 133 

ればと思います。 134 

 また、ご質疑の中にあったと思いますけれども、貸し館という形でのお話です 135 

が、現状有料貸し館、お金を取っての貸し館についてはしてございませんので、 136 

あわせて申し添えておきたいと思います。 137 

清  水 丸加高原についてですが、まず開館時間もほぼ年中無休ということで、企画物 138 

あるいは利用者みずからが企画して観光を楽しむという方のためにも開放され 139 

ているというのが現状だと思います。ただやはり魅力をつくっているのは伝習 140 

館の施設もさることながら、そこでガイド等する人材の能力、魅力というのも 141 

かなりあると思うのですが、こういった人材の定着、例えば１人やめてしまっ 142 

たら一気に何もできなくなるということでは余りにもお粗末だと思うのですけ 143 

れども、定着についてどのように計画的に進めているのかというのが１点です。 144 

 ２点目は、こういった活用の仕方で伝習館としては使命を終えていくのかとい 145 

うことで、大きい質疑になってしまいますが、これまでいろいろな経過がある 146 

中で平成27年度はこの施設の活用方法をどのような形で検討していくのか。 147 

竹谷課長 まず、１点目の来年度地域おこし協力隊を採用というか、配置をいたしまして、 148 

来年は丸加で実施をするわけですけれども、定着に向けてということでござい 149 

ます。 150 

 ことしも採用されてから半年ぐらいになりますが、江部乙地域の人だとか団体 151 

とのネットワークの構築を図っているということで、２年目につきましてもさ 152 

らに構築を図り、先ほどお話ししましたガイドウォークですとかネイチャーク 153 

ラフトというものを積極的にＰＲして、そこで活用できるような体制をとって 154 

いきたいと考えてございます。 155 

 また、２点目の丸加高原の魅力ということで、今後どのように考えているのか 156 

というところでございます。ここにつきましては、平成25年７月に丸加高原伝 157 

習館、グリーンヒル丸加、ひつじの館の３施設を活用事業者の公募を行ってお 158 

ります。ご存じのとおり平成26年度にはひつじの館を貸し出しているというこ 159 

とで、その他の２館につきましては継続公募というところでございます。ただ、 160 

現在鈴木副市長のつながりで東京の企業が丸加高原の活用について、雪解けの 161 

春の４月、５月ころに現地視察に来られるという話が来ておりますので、具体 162 

的な内容とその後の内容が決まり、ご提案をいただければまた議会にも報告を 163 

させていただきたいと考えてございます。このように民間企業や地元からの丸 164 

加高原に合った活用提案をいただき、新たな活用が図られるように今後努力し 165 

ていきたいと思っております。 166 

清  水 １点目の再質疑に対する答弁が私の聞きたかったことの中身ではなかったので、 167 

もう一度聞きたいのですが、スノーシューですとか体験ガイドですとか、あと 168 

ノルディックとか、いろいろな企画がされているのはやはり施設が生み出して 169 

いるというよりは、いい人材生み出しているものだろうと思います。ところが、 170 

嘱託職員ですから、いつ転職されても仕方がないような、非常に人材定着とい 171 

う点では基盤が弱いのではないか｡果たしてそれで丸加高原伝習館の評判という 172 

か、丸加山に行ったらこういうことができるのだというものを継続していける 173 

のか、という点で私は非常に不安があるので、その点で人材定着に向けた計画 174 

をどのように持っているのかということを再度伺いたいと思います。 175 

 ２点目は、継続公募ということなので、年度中どういうスケジュールで公募を 176 
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かけていくのかお伺いしたいと思います。 177 

竹谷課長 それでは、１点目のご質疑でございますが、丸加高原のガイド役の者を現状で 178 

すと嘱託職員であるというところで、その後の定着はどのように考えているの 179 

かということでございます。現在、地域おこし協力隊が２年目ということで、 180 

伝習館のほうに配置してございます。この者がどうなるかとか、そういったこ 181 

とは今後の状況によって変わってくるかと思いますが、現状の丸加高原の活用 182 

状況でいきますと、現状のままの形でのガイド、丸加山の魅力を知っていただ 183 

くということでのいろいろな体験を考えていただいて実施をしていくと。将来 184 

的に丸加山の活用の仕方、さらには今後の丸加山に来られる方々の状況がふえ 185 

てきた時点で、再度その時点でどのような形の職員対応をしたらいいのか、そ 186 

の辺についてはその時期にまた検討させていただければと考えてございます。 187 

 また、２点目のほうでございますが、継続公募ということで、現状でいきます 188 

と丸加高原伝習館とグリーンヒル丸加につきましては、公募の内容につきまし 189 

てこれまでと同様に丸加高原の魅力を高める活用の事業者を同じような条件で 190 

公募を継続してまいりたいと考えてございます。公募の内容は、今の段階では 191 

変えないということでございます。既存の施設、さらには土地を貸して利用を 192 

図っていただくというように考えてございます。 193 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 194 

山  口 113ページの商店街等賑わいづくり事業補助金ですけれども、商店街等というこ 195 

とは商店街以外のところにも補助金を想定しているのかどうか、それからもし 196 

商店街だけであれば対象としている商店街の振り分けとか、決まっているので 197 

あればお願いします。 198 

 それと、地域おこし協力隊関連事業ですけれども、113ページと115ページで金 199 

額に100万円の差額があるのですが、その差は何かお伺いします。 200 

 それと、先ほどの説明で起業型の地域おこし協力隊は開業するときに手厚いバ 201 

ックアップをしますということですけれども、今来ている２人も恐らく最終目 202 

標は滝川で何かをしていただくということになると思うのですけれども、そう 203 

いう人たちの終了後に補助制度みたいなものは考えているのかどうかを聞きた 204 

いと思います。 205 

 それと、今来ている２人に聞くと、かなり財政的に大変だということですが、 206 

国の規定の募集要項で給料は決めていますけれども、実際に本当に滝川に残っ 207 

てもらうためにはそれなりの自己資金とかというのもためてもらいながら、最 208 

終的にはまちに居ついてもらうということなので、国の決まった制度だけでな 209 

くて、そうではない滝川独自の上乗せなどは検討できないのかどうかお聞きし 210 

たいと思います。 211 

後呂係長 商店街等賑わいづくり事業補助金に関して、商店街以外も含まれるのかどうか 212 

という部分でございますが、こちらにつきましては市商連の連合会に加盟する 213 

商工振興会ですとか、またサービス会、それから商店街の振興組合等、またそ 214 

れから今お話ししました連合会等に加盟する２以上の会員により構成する団体、 215 

それからＮＰＯ法人といった部分が含まれてきます。その方々につきましては 216 

今後の事業展開次第というところがありまして、例えば団体がみずからの発意 217 

で企画する個性的なイベント、それから市内で開催されるイベントと連携した 218 

事業、それから公共施設と連携した事業、こういった商店街のにぎわいづくり 219 

につながる事業を行うことで、申請があった際にそれに対する審査会議があり 220 
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まして、その審査会議で決定がおりたものに対して補助するという流れになり 221 

ますので、特段の振り分けというものはございません。 222 

 それから、地域おこし協力隊の100万円の差ですが、これはあくまでも商業につ 223 

きましては今回初めてということでございますので、募集に対する経費で100 224 

万円を別途積んでいるということでございます。 225 

運上課長補佐 先ほどございました地域おこし協力隊の今後自立をしていくための支援の考え 226 

方にかかわる部分で若干説明させていただきます。 227 

 ３年後には、現在の嘱託職員の身分での地域おこし協力隊という形はもうとれ 228 

なくなってしまいますので、現在、観光で採用した２名につきましては、この 229 

後２年間が残された期間ということになろうかと思います。現状１名は、でき 230 

ればＩＴを活用した関連の、市内でそういった仕事を続けたいという意思を持 231 

っておりますので、地元に就職したいという意向を持っているお話は聞いてお 232 

ります。もう一名については、自然ガイドという形での江部乙エリアの自然を 233 

生かした活動をしながら、地域おこしを引き続き行っていきたいという意向を 234 

持ちながら、もう一名に関しては就職なのか、あるいは起業なのかという点に 235 

ついてはまだ正式には本人も気持ちが固まっていないという状況でございます。 236 

新しく総務省の地域おこし協力隊の制度の中で、自立する際にさらに総務省で 237 

100万円上積みできる、自己開業するときの100万円の支援というのが新たに制 238 

度として出てきておりますので、こういったものを活用して、本人が起業した 239 

いというような意思を示した場合については、そういった支援の後押しを行政 240 

側としてバックアップしていくということはできるのではないかと思っており 241 

ます。 242 

 また、地域おこし協力隊については、嘱託職員という身分ではありますけれど 243 

も、期間中もアルバイトや副収入あるいは自分で事業をいろいろやりながら収 244 

入を得ても構わないというようなことになっております。ですから、そういっ 245 

たことも現在当該の地域おこし協力隊とは話をしながら、今後のサポートをし 246 

てまいりたいと考えております。 247 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 248 

大  谷 115ページの花観光に要する経費というのが盛られておりますけれども、例年の 249 

状況はわかっているのですが、ことしの取り組みは例年どおりと考えているの 250 

か。菜の花だと、後に菜種からいろいろな商品価値があると。今までの答弁で 251 

は、コスモスはそういうものがないのでというような話もございました。花観 252 

光と銘打っている以上、やはり春の菜の花、秋のコスモスと滝川が力を入れて 253 

いる特に丸加山のすばらしさなどをＰＲするためにも、今までどおりでは感動 254 

を与えるような、本当にもう一回行ってみたいというような状況にないような 255 

気がするのです。ことしの取り組みについて伺います。 256 

運上課長補佐 花観光に要する経費の関係でございますけれども、現状、市で整備をしている 257 

菜の花畑についても非常に面積が限られているということと、３年続けて作付 258 

をしてきたところ、やはり輪作の障害だろうと思いますけれども、余り大きく 259 

成長しないという傾向が見られてきております。来年度の開花の場所について 260 

は、もう既に秋まきをしておりますから、この場所に咲きます。ただし、平成 261 

28年度に咲く場所の作付についてはもっと広い景観を見られる場所にというこ 262 

とで、菜の花の生産者組合とも少しお話をさせていただき、コスモスの部分も 263 

もちろんあるのですけれども、菜の花を少し拡充したいという考えで生産者組 264 
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合とは協議していくことで現状は考えております。 265 

 また、コスモス畑についても現状のところを少し移設していこうという考え方 266 

も持ってまして、１年ごとに花畑を回していく関係もありますので、そういっ 267 

た影響でコスモスについては、平成27年度は現状の位置に咲くということにな 268 

りますけれども、その後順番に菜の花と回すような形で考えてございます。 269 

大  谷 コスモスの部分です。すごく痩せていますので、先ほど言ったように感動を与 270 

えるような、本当に毎年来てみたいのだと、ほかの地域の皆さんにも丸加山の 271 

コスモスがすばらしいからぜひ見てよというような状況にはないように思うの 272 

です。そこら辺相当力を入れるのか、今の程度でいいのか、どのように思って 273 

いるのかお伺いします。 274 

竹谷課長 コスモスは市の花でもございます。ただ、現時点としては現状のままの形で考 275 

えてございます。ただ、先ほど最初の説明の中でもございましたが、菜の花の 276 

植える場所とコスモスの植える場所を回すよう形、さらには伝習館の近くで違 277 

う場所に植えるだとか、そういうことも含めて平成28年度に向けて考えていき 278 

たいと思います。現状でいきますと、菜の花の作付は昨年していますので、あ 279 

の部分には菜の花が咲くということもございます。平成28年度に向けては新た 280 

な場所ということも含めて、回していきながらと考えてございます。 281 

大  谷 ことしの状況はわかりましたけれども、やはり花観光という以上、市のコスモ 282 

スはチョッちゃんから始まってずっとこれまできた経過もありますので、そこ 283 

ら辺を十分に大切にして計画していただきたいなと思います。 284 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 285 

荒  木 113ページになると思うのですけれども、空き店舗の対策にいろいろと手を打っ 286 

ておられて、若い方の開業の後押しになればと思っているのですが、商店街全 287 

部でなくて、できれば駅前、鈴蘭、銀商の駅周辺というか、そこに限定してお 288 

答えをいただければいいのですけれども、空き店舗の数なのか、空き率なのか、 289 

現状と行政としてサポート役としてのそれを埋める目標値みたいなものがある 290 

のかどうかを伺います。 291 

後呂係長 それぞれ細かいデータがないので、申しわけないのですが、中心市街地エリア 292 

ということでいいますと、空き店舗の数が30店舗という状況でございます。今 293 

現在においてそれに対する特段の目標値という部分は定めておりません。 294 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 295 

副委員長 新日本スーパーマーケット協会への職員派遣が新年度も実施されるということ 296 

で、まず同じ方が行くのだと思いますけれども、私はこの方だけの財産にする 297 

べきでないと思うのです。いわゆる滝川市の産業界含めて何らかの情報をフィ 298 

ードバックする必要があると思うのです。そういうことを考えられているのか 299 

どうなのかが１つです。 300 

 それと、２点目は、地域おこし協力隊の関係ですが、これも同じく滝川市民は 301 

地域おこし協力隊という人が何人か来ていることはわかっていると思うのです 302 

が、やはり市民によく知っていただくためには１年間の活動を含めて、現在や 303 

っている活動を含めて知らしめるべきだと思うのです。そういうことを新年度 304 

検討されているのかどうかということです。 305 

 それと、３点目、東京滝川会についてですが、これもいつも予算を見ると20万 306 

円と変わらない額の予算をつけております。東京滝川会というのは、やはり地 307 

方創生ということで、新年度についてはもっと協力をいただくべきだと思うの 308 
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です。そういった意味でこの20万円というのは何に使うのか、予定しているの 309 

かということをまず伺いたいと思います。 310 

阪本課長 まず、１点目の新日本スーパーマーケット協会の関係でございますが、研修員 311 

につきましては来年度から変更する予定をさせていただいております。 312 

 事業概要ですけれども、現在中空知広域圏が中心となりまして北海道の補助金 313 

をもらって新日本スーパーマーケット協会と協力しながらいろいろ事業を進め 314 

させていただいています。内容といたしましては、滝川において５市５町の食 315 

品関係事業者を集めまして、向こうから専門員が来まして、セミナー、いろい 316 

ろな研修会をさせていただいているのが大きな１点です。もう一点、２月にス 317 

ーパーマーケット・トレードショーという日本で最大級の食品スーパーマーケ 318 

ット業界の展示会があるのですけれども、そこに５市５町の食品関係の企業が 319 

10社行きまして、今年度ＰＲさせていただいております。滝川からいいますと、 320 

クレストジャパン、新生園のアイガモ、あと楽楽食品が行きまして、非常に大 321 

きな成果があったということで聞いております。来年度におきましても中空知 322 

広域圏とタイアップしながら、地域の食品関連産業の育成を図っていければと 323 

いうことで進めさせていただいております。 324 

 それと、もう一点、３番目の東京滝川会の関係でございますが、毎年20万円と 325 

いう形で予算づけをさせていただいています。中身につきましては、年に１回 326 

の総会が主な事業となっておりますが、代々木における北海道フェアの参加な 327 

どいろいろな情報の交換会などを行っているとともに、滝川の情報を年２回東 328 

京滝川会の皆様方に情報提供させていただいているところでございます。ご指 329 

摘のあったとおり、東京滝川会の活動におきましてはやはり活性化を図ってい 330 

かなければならないということで、平成26年度におきましては会員の増大とい 331 

うことと若返りを図るために初年度の会費を無料化にしまして、会員の募集を 332 

させていただいたところでございます。おかげをもちまして今年度におきまし 333 

ては、平成18年ぶりに会員が増大したということもございます。また、新規会 334 

員の増とあわせまして東京滝川会の方の交流を活性化するために、今年度異業 335 

種交流会等を行いまして情報交換をさせていただき、皆さんに滝川のＰＲを行 336 

っていただくということで進めているところでございます。高齢化が進んでい 337 

る中、厳しい面もあるところでございますが、東京に250名以上の東京滝川会の 338 

会員の方がいらっしゃいますので、そういう方々のお力添えをいただきながら、 339 

滝川のＰＲを行っていただければと思っているところでございます。 340 

運上課長補佐 先ほど地域おこし協力隊の関係で、もっと市民の方に多く知っていただけるよ 341 

うに取り組みをすべきではないかということの趣旨のご質疑だったと思います。 342 

既に採用している２名につきましては、北海道新聞で２度ほど取り上げていた 343 

だいておりまして、プレス空知等でも紹介をいただきましたが、もっともっと 344 

彼らを知っていただけるようにということで、今市の広報にも新しい地域おこ 345 

し協力隊と含めて特集を組んでいただくようなところも協議をしているところ 346 

でございます。また、ぜひ議員の皆さんにも一度ごらんになっていただきたい 347 

なと思いますのは、彼らが地域おこし協力隊としてのフェイスブックと地域お 348 

こし協力隊個人としてのフェイスブックそれぞれ立ち上げております。フェイ 349 

スブックは投稿記事がいいなと思ったらいいねというボタンを押してください 350 

というのがありますけれども、かなりの数が押されているということで、市の 351 

フェイスブックよりも日によっては多いというような状況になっております。 352 
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そんなことで本人たちも一生懸命広報活動をしておりますけれども、市として 353 

も彼らが市民にもっと知っていただけるような取り組み、あわせて先日もエフ 354 

エムＧ’ｓｋｙでラジオに出演させていただいておりますけれども、いろんな 355 

機会を通じて彼らの活動と本人たちのＰＲが図られるよう取り組んでまいりた 356 

いと思います。 357 

副委員長 新日本スーパーマーケット協会の派遣については、人がかわるということで、 358 

かわってもいいのですけれども、とにかく向こうで得たノウハウ、そういった 359 

ものを中空知の広域でという話でしたけれども、中空知もいいのですけれども、 360 

滝川の関係あるところだけでなくて、そういった方に来ていただける、そうい 361 

う情報を提供する場があってもいいと思うのです。それをぜひ検討していただ 362 

きたいなというのが１つです。それと東京滝川会については１年に１回滝川を 363 

懐かしんでもらうとか、思い出してもらうということだったら必要ないのです。 364 

だから、東京滝川会についても今後この20万円という予算ではなく、もっとふ 365 

やすのだったらふやして、役割を持ってどういった形で滝川についてＰＲでき 366 

るのかということを明確にしていくべきだと思いますけれども、その考えにつ 367 

いて伺いたいと思います。 368 

阪本課長 まず、新日本スーパーマーケット協会の関係ですが、現に今職員が１名行って 369 

おりまして、既に滝川の企業といろんなことでつなげさせていただいていまし 370 

て、活動をさせていただいております。引き続き新たな者につきましても向こ 371 

うの企業とネットワークを持ちまして、滝川の企業に情報提供できればという 372 

ことを考えておりますし、戻ってきた者につきましては企業のサポート役とし 373 

てやっていければなということで考えております。 374 

 東京滝川会の関係でございます。本当にご指摘のとおりでございまして、やは 375 

り高齢化がかなり進んでいるというのが現状でございます。先ほどもご説明は 376 

させていただきましたが、高齢化は少し若返って滝川のために頑張っていただ 377 

こうということで、ちょっと予算の範囲内でさまざまな無料化とか、異業種交 378 

流会などもさせていただきまして、進めさせていただいております。もう少し 379 

東京滝川会の方と滝川に何ができるのかということで詰めさせていただきまし 380 

て、来年度の事業計画につながればと思っておりますので、よろしくお願いい 381 

たします。 382 

委 員 長 ほかに質疑ございませんか。 383 

（なしの声あり） 384 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 385 

（異議なしの声あり） 386 

委 員 長 そのように確認いたします。 387 

 以上で労働費、商工費の質疑を終結いたします。 388 

 ここで所管の入れかえがありますので、若干休憩いたします。 389 

休  憩 １０：５４ 390 

再  開 １０：５７ 391 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 392 

 農林業費 393 

委 員 長 農林業費の説明を求めます。 394 

中川部長 （農林業費について説明する。） 395 

委 員 長 説明が終わりました。 396 



- １０ - 

 

 これより関連議案第13号及び第34号を含めて一括質疑に入ります。質疑ござい 397 

ますか。 398 

清  水 105ページ、経営所得安定対策直接支払推進事業補助金429万3,000円、元気な農 399 

業づくり補助金240万円、機構集積協力金210万円の財源内訳について伺います。 400 

 次、農業振興補償融資原資貸付金4,000万円の貸付件数及び農業機械購入や農地 401 

購入など目的別の件数を伺います。 402 

 107ページ、畜産試験場跡地利用に要する経費で41万1,000円の内容ですが、ま 403 

ず主な利用者は２社ですが、その利用面積、また今後市が負担することになっ 404 

ているが、新年度予算に計上されていない費用があれば伺います。 405 

 次、畜産で同じページです。家畜衛生事業負担金70万円の概要と事業負担割合 406 

について伺います。 407 

 次、丸加山牧野利用組合運営費補助金の財源、組合の総事業費について伺いま 408 

す。 409 

 109ページで、農地費の国営造成施設管理体制整備強化支援事業補助金1,775万 410 

6,000円の概要と財源について伺います。 411 

 農業施設費の滝川ふれ愛の里運営管理に要する経費7,100万6,000円について、 412 

積算する上で、まず電気料金の推移、２年置きということで23、25、27年度の 413 

数字で伺います。さらに、下水道料金も同じ２年置きでございます。３点目と 414 

して物産の売り上げ、ロビーでの直売、またアマゾンでの通信販売、ネット販 415 

売に分けてお願いします。 416 

 この款で指定管理委託費が予算上数字としてはのっていませんが、道の駅につ 417 

いて、公設民営、指定管理代行料ゼロ円ということですが、指定管理契約、指 418 

定施設維持、効果把握などで市職員の役割は大きいと思います。１、利用者推 419 

移についてどのように把握しているか、２、売り上げの推移についてどのよう 420 

に把握しているか、３、新年度の売り上げ目標や利用者目標、その他の目標に 421 

ついて伺います。 422 

 それと、議案第13号で、これは今回も１年という特例に関する条例ですが、や 423 

はり経営が改善されないこと。また、市の貸付金についても予定どおり返済が 424 

進まないといったこと２点について、状況について伺います。 425 

壽永係長 一番最初の質疑でございますが、経営所得安定対策直接支払推進事業補助金429 426 

万3,000円の財源ですが、100パーセント道支出金になります。次に、元気な農 427 

業づくり補助金240万円ですが、こちらは100パーセント一般財源となっていま 428 

す。次に、機構集積協力金210万円ですが、こちら100パーセント道支出金とな 429 

ってございます。 430 

 次に、農業振興補償融資原資貸付金、4,000万円を予算づけしてございますが、 431 

例えば平成26年度の今現在の実行見込み額といたしまして330万円ほどございま 432 

す。件数としましては14件で、このうち農業機械の購入が11件、ハウスの建設 433 

費用が３件となってございます。こういった過去の実績等を勘案して平成27年 434 

度4,000万円と予算を計上しました。 435 

菊田課長補佐 畜産試験場跡地利用の41万1,000円の予算の内訳ですけれども、先ほど部長から 436 

説明もございましたが、旅費37万6,000円、こちらにつきましては現在参入協議 437 

中の企業との打ち合わせですとか、道との手続等連絡調整の旅費に充てる予定 438 

でございます。また、消耗品１万4,000円、こちらは資料作成代でございます。 439 

あと、残りの手数料２万1,000円につきましては、これから参入予定の土地がま 440 
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だございます。その分の土壌診断を求められた場合の予算として計上してござ 441 

います。 442 

 ２番目の主要な利用者は２社、この利用面積ということでございますけれども、 443 

まず平成24年に参入しました北栄ファームにつきましては27年度の作付が17ヘ 444 

クタールと聞いてございます。また、株式会社夕張ツムラにつきましては平成 445 

26年度60ヘクタールの利用、そして27年度は90ヘクタールで合計150ヘクタール 446 

の耕作をすると聞いてございます。 447 

 今後の予算につきましてということでございますが、現在のところこの予算計 448 

上以外は考えてございません。予算計上もしてございません。しかし、今後の 449 

参入企業、また参入の状況等を鑑みまして、必要であれば予算化を協議して検 450 

討してまいります。 451 

倉嶋主任主事 家畜衛生事業負担金の概要と事業負担金の割合について答弁いたします。 452 

 概要といたしましては、市内畜産農家の家畜診療、家畜の人工授精、衛生事業 453 

の推進を図り、もって市内畜産農家の経費軽減を目的に行っております。 454 

 次に、割合の内訳ですけれども、市内畜産農家の戸数割、頭数割、均等割で算 455 

出しております。 456 

 続きまして、丸加山牧野利用組合の補助金財源と組合の総事業費につきまして 457 

答弁いたします。丸加山の財源につきましては、放牧料金と係留手数料、畜舎 458 

利用料と滝川市からの補助金等でございます。組合の総事業費としましては、 459 

平成25年度の決算で1,062万8,936円の総事業費となっております。 460 

亀田係長 国営造成施設管理体制整備強化支援事業の関係でお答えいたします。 461 

 これについては、管理体制整備強化支援の部分でありまして、土地改良区が管 462 

理する農業水利施設の維持管理のうち、本来地域が負担すべき多面的機能に係 463 

る部分について国と道と市による支援を行って、土地改良区の管理体制の強化 464 

を図るためのものであります。財源については、事業費のうち国が２分の１、 465 

道が４分の１、市が４分の１でそれぞれ負担しているところであります。 466 

中川部長 議案第13号関連で、管理代行期間１年間という滝川ふれ愛の里の関係ですが、 467 

長期借入金の返済がなかなか進まないというお話がございました。今、運営し 468 

ております滝川グリーンズにつきましては第２次の改善計画を進めている段階 469 

でございまして、その中で長期借入金のことについても早期返済に向けて努力 470 

しておりますが、１つは入浴客の減少、それに伴う売り上げの減少がなかなか 471 

歯どめがきかない部分がございまして、ただそういった中でも平成23年度から 472 

は単年度黒字を何とか続けることができておりまして、その中で長期借入金に 473 

ついては80万円ほど少なくしております。平成25年度でございますが、3,580 474 

万円から3,500万円ということで、今借入金、市から借り入れを受けております。 475 

そういったことについて今年度も、26年度についてもそういった努力は続けて 476 

いるところですが、電気料金の値上げのことですとか、あるいは消費税が３パ 477 

ーセント増税されたことによって４月から入浴料を改定しております。そうい 478 

った影響がございまして、ちょっと近隣よりは若干高目ということもありまし 479 

て、入浴客が伸びないというような状況もありましたが、平成27年度について 480 

は新たな要素、武器となる、例えば地ビール施設の製造をスタートするという 481 

ことなど、そういったものもグリーンズとして活用していただいて、売り上げ 482 

向上と滝川市からの借入金の返済、何とか努力してほしいと願っております。 483 

我々もそういったことで、市の立場としても協力できることは十分協力してい 484 
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きたいと考えております。 485 

倉嶋主任主事 ふれ愛の里の運営に要する経費、電気料の推移、下水道料の推移、物販の売り 486 

上げについて答弁いたします。 487 

 ３カ年ですけれども、電気料といたしましては、平成23年度3,580万円、25年度 488 

3,570万円、27年度の見込みといたしましては4,532万円を見ております。 489 

 続きまして、下水道料の推移ですけれども、平成23年度1,275万円、平成25年度 490 

は1,082万円、平成27年度は1,080万円を見ております。 491 

 続きまして、物販ですけれども、平成25年度農産物の物販といたしましては754 492 

万円です。アマゾンの販売価格は33万7,287円となっております。 493 

 続きまして、道の駅について答弁いたします。 494 

 まず、入り込み客数ですが、平成23年度は58万6,000人、平成24年度は64万5,000 495 

人、平成25年度は58万8,000人でございます。売り上げについては、全体の金額 496 

ですけれども、平成23年度は１億3,800万円、24年度は１億5,900万円、25年度 497 

は１億4,900万円でございます。次年度の目標につきましては、まだ総会前とい 498 

うこともありまして、現在わからない状況でございます。 499 

清  水 まず、107ページ、畜産試験場跡地利用についてですが、あと何平米、何ヘクタ 500 

ールが残っているのかということが１点目。 501 

 ２点目は、跡地に道路をつけたり、あるいはスプリンクラーというのですか、 502 

散水のための管を入れたり、そういったものは何か市が一部負担するような計 503 

画だったように思うのですが、現状ではそういった設備的な費用を市が負担す 504 

るということはこれまでもないし、今後も予定されないということで確認して 505 

よろしいかというのが２点目です。 506 

 次は、丸加山牧野利用組合運営費補助金ですが、財源を聞いたときに牧野利用 507 

料だとか係留費用だとか、恐らくそれを畜産業者が支払っている料金という意 508 

味で財源のところで答弁されたのかなと。つまり市は260万円負担しますよと。 509 

総事業費1,062万円ですから、約800万円は利用されている畜産業者から収入で 510 

得ていると。他に財源はないということで確認してよろしいか伺います。 511 

 農業施設費のふれ愛の里運営管理ですが、たしか平成26年度当初か25年度の第 512 

４回定例会ぐらいの補正予算で、特別にふれ愛の里の下水道料金引き下げたの 513 

です。下水道料金というのは、本来利用水量で比例した基本料金や１立米当た 514 

りの料金ということで決めているのに、ふれ愛の里だけ別パターンにしたので 515 

す。それを指定管理委託料に入れ込んだということですが、基本料金及び基本 516 

１立米当たりの単価について、本来こうだけれども、ふれ愛の里についてはこ 517 

うだと設定しているということでお伺いをしたいと思います。 518 

 道の駅ですが、１億5,000万円前後の売り上げが予定されると。いわゆる施設の 519 

減価償却がないということで、あるいは修繕料等も発生しないということで、 520 

かなりの利益が管理組合のほうで保持されているか、あるいは農産物を直売で 521 

出している農家の利益として還元されているので、管理組合のほうには利益剰 522 

余金としては残っていないということなのか。やはり公設民営の施設としてそ 523 

こを使う法人が余り利益を残し過ぎるというのはいかがなものかとも思います 524 

ので、そのあたりどのようにお考えでしょうか。 525 

菊田課長補佐 畜産試験場の跡地の残りのまだ利用予定がない土地ということで、何ヘクター 526 

ルかという質疑ですけれども、東側の土地の約50ヘクタールはまだ利用の予定 527 

がございません。ただ、企業としては活用を含めて検討しているところはござ 528 
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います。 529 

 それと、跡地の道路、またスプリンクラー等の設置に伴いまして市の負担する 530 

計画があったが、現在も継続されているのかという質疑かと思いますが、当初 531 

の計画からしますと参入企業等の状況も大きくさま変わりしてきてございます。 532 

今後もそのような参入してくる企業の要望等々を市としましても検討しまして、 533 

また土地の所有者であります道ともそこら辺は協議をしていかないといけない 534 

状況にございますので、そのような部分も含めて現在のところは負担する計画 535 

はないということでございます。ただ、先ほども申したとおり、そういう状況 536 

になりましたら予算化の検討もあり得ると考えてございます。 537 

倉嶋主任主事 道の駅の質疑についてお答えいたします。 538 

 平成26年度としましては、106万円の純損失となっております。平成25年度につ 539 

きましては、81万7,000円の純利益となっております。 540 

中川部長 先ほどの清水委員のご質疑の中で下水道料金の特別扱いの関係については、私 541 

も記憶がないものですから、今調べさせていただきまして、お時間いただきた 542 

いと思います。 543 

倉嶋主任主事 牧野利用組合の財源については、一般財源で払っております。ほかにはありま 544 

せん。 545 

委 員 長 それでは、下水道の件は時間がかかるということですね。 546 

 再々質疑ありますか。 547 

清  水 ないです。下水道の件は後で出た時に行いたいと思います。 548 

委 員 長 わかりました。 549 

 ほか質疑ございますか。 550 

大  谷 105ページ、鳥獣被害防止対策協議会補助金ですが、５万7,000円、市内にも江 551 

部乙地区とか山のほうではなくても緑町あたりにもキツネがどんどん出てきて 552 

いて、私も目撃しておりますが、キツネの出没の状況と対策、それからどんな 553 

鳥獣被害が出ていて、どんな対策をしているのか。それから、市内にハンター 554 

の方はどのぐらいいて、ハンターの方にも費用負担というか、助成をしている 555 

のか。それから、前にアライグマが非常に出て、捕獲対策等されたと思うので 556 

すが、今の状況はどのようになっているのか伺います。 557 

 次、107ページ、なたねの生産振興に要する経費、イヌカミツレはもう終わった 558 

というお話を先ほどいただきましたけれども、モンシロチョウの被害がすごい 559 

ということを農業者の方から聞いておられるのかどうか、そこら辺についてど 560 

のように考えているのか質疑いたします。 561 

委 員 長 それでは、答弁を求めます。 562 

倉嶋主任主事 先ほどありました鳥獣対策については、所管がくらし支援課ということもあり 563 

ますけれども、アライグマ対策としましては農政課とくらし支援課で共同で買 564 

いましたわなを市内の農家さん方に貸して捕獲に従事していただいているとい 565 

うところがあります。キツネ対策にいたしましては、くらし支援課のほうでや 566 

っております。滝川市内の農業被害に関してですけれども、主に鹿が多く出没 567 

して食害が確認されております。それにつきましては、２回ほど一斉駆除を実 568 

施しております。あと、昨今市内でふえたアライグマにつきましては、アライ 569 

グマ捕獲従事者講習会を年１回開催して捕獲従事者をふやしております。 570 

新井室長 なたねのモンシロチョウの関係ですけれども、モンシロチョウが菜種に悪さを 571 

するわけではないので、菜種が被害を受けているわけではありません。しかし、 572 
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苦情として聞くのは、モンシロチョウが飛ぶことによって近くの野菜関係に若 573 

干の被害が出ているという話、被害といいますか、青虫がついたりしていると 574 

いう話は聞いております。農家としては、近くに余り大きな野菜畑がないよう 575 

なところを選んで作付をするぐらいしか今のところ方法はないということでご 576 

ざいます。 577 

大  谷 それでは、モンシロチョウについては特別市としては考えてはいないというこ 578 

とでいいのか伺います。 579 

 アライグマの捕獲状況というのは、頭数にしてどのぐらい捕獲されているとか、 580 

それから市内にどのくらいのハンターの方がいるのか。鹿のお話がありました 581 

が、鹿はどのぐらい捕獲されたのか、そういった状況を踏まえてことしも対策 582 

費を予算化されているのだと思うのですが、市内にハンターの方はどのぐらい 583 

いるのか伺います。 584 

委 員 長 １つは、モンシロチョウについてと、あと捕獲頭数その他は衛生費になると思 585 

いますので、捕獲頭数がもしわかればというのとハンターの数もわかればお答 586 

え願えればと思います。わからないのはわからないということでご答弁くださ 587 

い。 588 

倉嶋主任主事 ハンターの数ですが、くらし支援課が所管ですけれども、約40名ほどだと認識 589 

しております。鹿につきましては、一斉駆除と緊急捕獲対策を実施していまし 590 

て、ことしについては約50頭の捕獲を行いました。アライグマについては、承 591 

知しておりません。 592 

新井室長 モンシロチョウについては、今のところ菜種に悪さをするわけではないという 593 

こともあって、特に対策を講じる予定はございません。 594 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 595 

渡  邊 105ページ、農業の振興に要する経費の中の元気な農業づくり補助金240万円、 596 

参考資料の12ページ、元気な農業づくり補助金、恐らく農協で行っているのか 597 

なと思うのですけれども、総会が終わっていなければわからないと思いますが、 598 

わからなければ前年度の予算額を聞きたいこと。構成人員等がどのようになっ 599 

ているのか、あわせてこの補助の目的と内容を確認したいと思います。 600 

 107ページ、担い手育成に要する経費の中の滝川農業塾補助金、これについては 601 

交付団体が再生協議会という名称になっています。それで、この補助金につい 602 

ても同様の補助内容、その目的を確認させてください。 603 

 参考資料12ページの経営所得安定対策直接支払推進事業補助金という部分で、 604 

これについては農業の振興に要する経費の中で429万3,000円を計上しています。 605 

これが12名、構成団体、団体でもいいのですけれども、代表者名が前田市長と 606 

なっているので、差し支えなければどのような構成になっているのか確認させ 607 

てください。 608 

 もう一点、農業再生協議会負担金30万円はどこに支出されているのか。参考資 609 

料12ページの補助金、交付金調の中で見る限りでは30万円というのが出てこな 610 

いので、別な協議会に対して負担金を払うということで解釈していいのか伺い 611 

ます。 612 

 次、109ページ、農村環境改善センターの管理代行負担金1,142万円について、 613 

平米当たりの単価、それとほかの市の施設のコミュニティ、体育館等があるよ 614 

うな施設と対比して差がどのくらいあるのかについてお聞きします。 615 

新井室長 農業再生協議会の30万円の負担金の関係でございますが、これにつきましては 616 
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市と農協で営農振興室を設置しておりますけれども、それのワンストップ支援 617 

相談窓口という扱いの中で、窓口の運営等に要する経費に充てるということで、 618 

市と農協がそれぞれ出し合っております。お支払い先は農業再生協議会という 619 

ことでございます。 620 

熊谷主任級主事 まず、元気な農業づくり補助金につきましては、滝川市農業が抱えるさまざま 621 

な課題に対応するために、そして農業者等の主体的な取り組みを促進するため 622 

に市で補助しているところでございまして、国や道の助成制度を活用すること 623 

を前提とはしているのですが、その制度の対象とならない制度に対してこちら 624 

から助成しているという内容でございます。補助の中身といたしましては、エ 625 

ゾシカ被害防止対策事業としまして予算額10万円を見ております。あと、農地 626 

排水整備支援事業で予算額100万円、果樹振興対策事業で予算額40万円、あと新 627 

規作物の導入ですとか販路拡大、加工品の開発などに対して助成するアグリチ 628 

ャレンジ事業という事業では予算額60万円、あと農業者みずから行う研修を推 629 

進して意欲と資質の向上を図ることを目的とした農業者スキルアップ推進事業 630 

を30万円計上し、合計240万円ということで予算計上しているところでございま 631 

す。 632 

三並主任主事 農業塾につきましては、意欲にあふれ、能力の高いすぐれた担い手を育成確保 633 

するため、農業経験の浅い農業後継者等を対象に実践的な研修を行う農業塾の 634 

運営となっております。具体的な事業内容といたしましては、基礎研修といた 635 

しまして本別町にあります北海道立農業大学校の例えば農業経営者育成研修で 636 

すとか、機械高度利用研修などのカリキュラムを利用した基礎的な農業技術を 637 

学ぶ研修、それとステップアップ研修といたしまして先進農家の研修ですとか、 638 

農業政策に関する研修、先進地視察研修等により幅広い視点から農業を見てい 639 

ただくという研修内容を組んで活動しております。 640 

壽永係長 経営所得安定対策直接支払推進事業補助金の関係のご質疑でございますが、農 641 

業再生協議会の構成メンバーですけれども、12団体ございまして、滝川市、た 642 

きかわ農業協同組合、滝川市農民協議会、滝川市農業委員会、滝川市認定農業 643 

者協議会、たきかわ農業協同組合が兼ねる農地利用集積円滑化団体、中空知農 644 

業共済組合、空知土地改良区、江部乙土地改良区、米倉商事株式会社、たきか 645 

わ農業協同組合女性部、たきかわ農業協同組合青年部の12団体で構成されてご 646 

ざいます。 647 

高橋支所長 改善センターの関係でご質疑いただきました。指定管理料ですけれども、平成 648 

27年度1,142万円、これを建物の面積2,686平米で割り返しますと、１平米当た 649 

り4,551円になります。他の施設との比較ということでは、今手持ち資料ござい 650 

ませんので、お答えすることはできません。 651 

渡  邊 補助の交付団体、農業再生協議会における事務局というのは市が担っているの 652 

かどうか、１点だけ伺います。 653 

壽永係長 滝川市農業再生協議会の事務局は、滝川市とたきかわ農業協同組合と２団体で 654 

す。 655 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 656 

（なしの声あり） 657 

委 員 長 それでは、下水道料金の関係の質疑に対する答弁を求めます。 658 

中川部長 清水委員さんからのご質疑で、ふれ愛の里の下水道料金の負担のあり方でご質 659 

疑いただいたと思うのですが、特にふれ愛の里、グリーンズの事業に限って下 660 
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水道料金の割引ですとか、特殊な設定はしておりません。ただ、たしか４定で 661 

というお話があったので、調べてみましたら、17期のときですから平成23年度 662 

の管理代行負担金を途中で、多分12月に増額したのだと思います。その際の増 663 

額理由の中に下水道使用料が負担になっているということで、それに対する補 664 

助だということで記録がありましたので、多分その内容だと思いますが、下水 665 

道料金を特にグリーンズに限って料金設定を特別にしていることはございませ 666 

ん。 667 

清  水 グリーンズに対する指定管理委託の中に下水道料金を、グリーンズ開業以来委 668 

託費だとかの時代も含めて、平成９年だから18年間の15年目あたりで、下水道 669 

料金が高いので、下水道料金用に委託費、指定管理費を上げるということを行 670 

ったわけです。そのときはもう明らかに経営内容が悪くて、赤字になるという 671 

タイミングでこれを行ったと。それで、私は特別扱いということを言っている 672 

のですが、それ以降も一時的ではなくて継続してこの約200万円というものをグ 673 

リーンズの指定管理代行負担金に入れ続けるというのは、これは明らかに第三 674 

セクターの赤字隠しとも言えるような中身なのです。平成23年度に1,275万円だ 675 

ったものが1,080万円ですから、約200万円です。先ほどこの５年ぐらいにわた 676 

って貸付料の返済も滞っていて、わずか１回だけ80万円が返されたと。本来な 677 

ら500万円返さなければならないところをずっと滞っているわけです。そういう 678 

ことで、これは第三セクターに対する赤字隠しという性格を持つ内容ではない 679 

でしょうか。 680 

中川部長 今はふれ愛の里全体、株式会社滝川グリーンズというところに管理代行してお 681 

りまして、それには積み上げとして、管理代行というのは本来市が直営管理す 682 

べきものをかわってやっていただく。そういったノウハウですとか人員を持っ 683 

ている者にお願いするわけですから、それがもし経営として成り立たないと、 684 

管理運営するに足りないということであれば、それは市としては当然補って、 685 

そこを管理代行していただかなければいけないわけですから、確かにグリーン 686 

ズが今担っているのはふれ愛の里という施設を担っていることです。それ以外 687 

に一部物産を扱って、先ほどご質疑にありました販売をしているというような 688 

事業、それは一部独自でやっている部分も当然あるのですけれども、ただ市が 689 

お願いしている施設を運営するに当たってどう努力しても費用が賄えないとす 690 

れば、それは管理代行負担金の設定の仕方に誤りがあるということしかないと 691 

思うのです。ですから、我々としては管理代行期間を１年にしているのは、そ 692 

ういった変動が大きいので、今毎年管理代行負担金の設定を財政課と協議しな 693 

がら負担金としてお支払いしているわけでして、決してグリーンズが赤字にな 694 

るのを、うちがグリーンズの赤字を補填しているというつもりは全くございま 695 

せん。 696 

清  水 引き続き関連議案第13号について質疑をしますけれども、経営内容が悪いので、 697 

１年の指定管理にすると。聞き方を変えますけれども、本来であれば幾ら返済 698 

する貸付金が滞っているのか確認をしたいと思います。２種類貸付金がありま 699 

すよね、50万円と500万円だったでしょうか。 700 

中川部長 今手元に第２次の経営改善計画書がないので、年間にどれぐらいずつ返済する 701 

かという返済計画の中身はわからないのですが、最初にご質疑いただいたとき 702 

になぜ返せないのかという、計画どおり長期借入金の3,500万円が減っていかな 703 

いのかということで、先ほどご答弁したつもりですけれども、当然売り上げが 704 
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減少、入湯客も減少していて、黒字は続けたにしても返済には至らない。その 705 

80万円しか返済には至っておりませんということが全てでありまして、それ以 706 

外の理由というのはなかなかこの場では言うことができないということでご容 707 

赦いただきたいと思います。 708 

委 員 長 質疑の留保はなしということで確認してよろしいですか。 709 

（異議なしの声あり） 710 

委 員 長 そのように確認いたします。 711 

 以上で農林業費、関連議案第13号及び第34号の質疑を終結いたしました。 712 

 この辺で昼食休憩に入りたいと思います。再開は13時、午後１時からといたし 713 

ます。休憩いたします。 714 

休  憩 １１：５７ 715 

再  開 １２：５９ 716 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 717 

 民生費の説明に入る前に、資料要求をお受けいたします。 718 

清  水 保育所運営費の収支内訳がわかる表などの資料をお願いしたいと思います。 719 

委 員 長 所管は用意できますか。 720 

前田課長 ご用意させていただきます。 721 

委 員 長 資料の提出は可能ということですが、資料要求について本委員会として要求す 722 

ることに異議ありませんか。 723 

（異議なしの声あり） 724 

委 員 長 それでは、資料の提出をお願いします。 725 

 民生費 726 

委 員 長 では、民生費の説明を求めます。 727 

佐々木部長 （民生費について説明する。） 728 

委 員 長 説明が終わりました。 729 

 これより関連議案第15号、第27号、第32号及び第33号を含めて一括質疑に入り 730 

ます。質疑ございますか。 731 

清  水 まず、81ページ、基幹相談支援センター委託料で相談件数及びどのような援助 732 

をしているのか。また、市福祉課への報告、連絡の方法、また委託料の財源は 733 

国、道、市とそれぞれありますが、国、道の交付金額の実態について伺います。 734 

 次に、地域活動支援センター事業で構成市町及び負担金割合の決め方について 735 

伺います。 736 

 83ページ、老人福祉センター運営管理に要する経費で委託先の職員構成と勤務 737 

時間の契約、事務職員や看護師等で伺います。次に、設備、清掃などは再委託 738 

かどうかと、その場合は再委託契約の実施の市への報告文書等について伺いま 739 

す。 740 

 次に、福祉除雪委託料で各箇所の、各箇所というのは１つ１つということです 741 

が、契約金額は面積等で決めると思うが、その積算根拠について、人件費、機 742 

械借り上げ、燃料等について伺います。 743 

 次に、敬老特別乗車証で金額の決め方について、また利用の傾向について伺い 744 

ます。 745 

 87ページ、こども発達支援センターの広域利用の状況、構成市町の負担金割合 746 

について、財源内訳について伺います。 747 

 同じページでつどいの広場事業の利用料、対象の特徴の傾向というのは数年前 748 
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から現在はどうなのかお聞きします。 749 

 次に、保育所費ですが、資料要求をしましたので、これによりますと歳出が6,500 750 

万円ほど多いので、6,500万円ほどの超過負担ということなのかということが１ 751 

点目と、ここでいう基準財政需要額の計算式の意味がよくわからないので、説 752 

明をお願いいたします。そして、市税等ということですから、結局超過負担は 753 

幾らなのかということも伺います。そして、87ページの保育所費で保育所運営 754 

費に使われる一般財源はということで聞くのですが、これだとこの基準財政需 755 

要額のところの２億3,953万9,000円がそれに当たると思うのですが、確認をし 756 

たいと思います。 757 

 次、89ページ、児童福祉施設費で児童館の運営管理で、まず中央児童センター 758 

は児童センターと放課後子ども教室の併設ですが、それぞれの職員体制につい 759 

て、また職員の業務は完全に分けているのか、また協力して実施している部分 760 

について、また児童が使用する部屋は共同かを確認します。 761 

 次、放課後児童クラブと児童館、児童センターの併設の場合、それぞれの職員 762 

体制について、また職員の業務は完全に分けているか、また協力部分について 763 

伺います。 764 

 91ページ、生活保護に要する経費で相談者に対して相談のたびに生活保護を受 765 

けたいかどうかの確認をしているか。受けたいとの意思が確認されたら、即日 766 

申請用紙を渡すなどの対応をしているか。３点目として、窓口に置かれた申請 767 

用紙の利用状況について伺います。 768 

 次に、生活困窮者自立支援ですが、実施内容、利用者人数見込み、要綱、規則 769 

はいつできるのかについて伺います。 770 

委 員 長 清水委員、生活保護の１番目の質疑については、全部決算絡みだと思うのです 771 

けれども、その質疑内容、したかというように確認されているかということで 772 

すで、若干質疑の仕方を予算絡みに変えていただければと思います。 773 

清  水 相談者に対して相談のたびに生活保護を受けたいかどうかという確認をするこ 774 

とになっているか、また受けたいと意思が確認されたら即日申請用紙を渡すな 775 

どの対応をすることになっているか、また窓口に置かれた申請用紙の利用見込 776 

みについて伺います。 777 

杉山課長補佐 基幹相談支援センターのご質疑に対しましてお答えさせていただきます。 778 

 平成26年度につきましては、滝川ほほえみ会のほうに委託してございまして、 779 

相談件数につきましては３月現在ですが、253件、うち電話相談が137件、来所 780 

による相談が40件、自宅に訪問が24件等になってございます。どのような援助 781 

をしているかというご質疑ですけれども、基幹相談支援センターにつきまして 782 

は障害者総合支援法に規定されております事業でございまして、障がいのある 783 

人たち、３障がいが今一体になってございますが、一時的な相談窓口といたし 784 

ましてよろず相談窓口、あと困難事例への対応、市内にあります相談支援事業 785 

者への助言、あわせまして精神障がい者を主な対象といたしまして地域移行支 786 

援、地域定着支援、障がい者の方の権利擁護に関するものとして成年後見制度 787 

や障がい者の虐待防止活動等をお願いしてございます。 788 

 市福祉課への報告、連絡の方法につきましては、通常の相談業務であれば逐一 789 

市のほうに連絡、報告は求めてございません。最終的に年間のトータルの統計 790 

資料等は求めてございますが、その他困難ケースですとか、緊急を要するもの 791 

についてはその都度、福祉課と日常的に連絡をとりながら対応しているところ 792 
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でございます。 793 

 あと、委託料の財源につきましては、基幹相談支援センター業務だけの補助金 794 

ではなくて、国、道から補助金が来てございます。地域生活支援事業費補助金 795 

という中の一つのメニューの中に含んでおりますので、平成25年度の実績でい 796 

えば国庫補助が46パーセント、道補助が23パーセントという実績になってござ 797 

います。 798 

堀 係 長 地域活動支援センターにつきましては、砂川市のくるみ会で運営しております 799 

ぽぽろがⅠ型で登録されまして、専門職員を配置し、相談ほか各種事業が行わ 800 

れております。構成市町につきましては、滝川市のほか砂川、赤平、歌志内市、 801 

また奈井江、上砂川、浦臼、新十津川町の４市４町で構成されまして経費を負 802 

担しております。負担割合につきましては、各市町の均等割と利用者数割で案 803 

分しまして、毎年利用実績に基づきまして支払われております。 804 

鈴木係長 委託先の老人福祉センター運営管理費及び福祉除雪費委託料、敬老特別乗車証 805 

についてご説明いたしたいと思います。 806 

 まず、老人福祉センター運営管理費の委託先の職員構成と勤務時間についてで 807 

すが、まず中央老人センターの指定管理の委託先につきましては、滝川市老人 808 

クラブ連合会が行っており、構成職員は、事務局長、事務職員、清掃作業員、 809 

あとボイラー作業員から構成されております。 810 

 なお、勤務時間についてですが、事務局長は週４日、正味５時間の勤務時間、 811 

そして事務職員につきましては週５日、１日７時間の勤務時間、そして清掃作 812 

業員については週６日、こちらにつきましては火曜日については4.5時間、そし 813 

てそれ以外の曜日につきましては3.5時間、火曜日につきましては入浴日という 814 

こともございまして、長くなっております。ボイラー作業員につきましては週 815 

５日、夏場につきましては５月から10月ですが、入浴日のある火曜日は7.5時間、 816 

それ以外につきましては3.5時間、そして冬場の11月から４月は８時間の勤務時 817 

間となっております。なお、配置してございます老人健康相談員につきまして 818 

は、市の臨時職員として勤務してございまして、週５日、１日６時間の勤務時 819 

間となってございます。 820 

 次に、設備、清掃の再委託につきまして滝川市老人クラブ連合会が委託料で計 821 

上している業務を挙げさせていただきますと、ボイラー管理、ボイラー作業員 822 

の委託、あと駐車場除雪、再委託と呼んでいいのかわかりませんが、電気保安 823 

業務がございます。そして、その場合の再委託についての市への報告文書等に 824 

つきましては、現在３年間の協定を結んでおりまして、その年度協定締結にお 825 

いてボイラーの保守管理業務、電気保安、駐車場除雪の再委託については報告 826 

を受けております。また、業務の実施についても随時担当レベルでは把握させ 827 

ていただいております。 828 

 続きまして、福祉除雪委託に関してですが、各箇所の契約金額、面積で求めて 829 

いると思いますが、その根拠は、福祉除雪サービス事業につきましては滝川市 830 

社会福祉協議会に委託し、その社会福祉協議会から除雪事業者を入札で決定さ 831 

せていただいております。福祉除雪の工区といたしまして４工区及び江部乙の 832 

農村部の特区に設定し、その工区ごとに面積割で単価が決定されております。 833 

そして、１世帯当たりの単価につきましては均等割、そして面積割、面積割と 834 

いうのは工区によって１平米当たりの単価についてはそれぞれ設定されており 835 

ます。そして、面積割の単価につきましては入札公告及び入札説明、そのとき 836 
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に合った対象面積ですとか、過去の除雪回数等を鑑みた上で単価を設定し、決 837 

定という手順で決定しております。市と社会福祉協議会との契約額につきまし 838 

ては、１世帯当たりの単価掛ける利用世帯数、それにプラスして社会福祉協議 839 

会の人件費の合計から算出されておりまして、その額については過去の実績や 840 

燃料価格、消費税、利用者の増等を勘案して算定してございます。 841 

 続きまして敬老特別乗車証の金額の決め方についてですが、平成23年度に実施 842 

いたしました利用実態調査により対象人数、想定利用回数並びに１乗車当たり 843 

の単価から、現在の契約単価等を算出してございます。そして、平成25年から 844 

27年にかけての対象者人口の伸び率を掛けて利用者数、想定利用者回数を算出 845 

させてもらっております。その利用者数、想定利用回数に１乗車単価、契約単 846 

価になりますが、その額を掛けた金額から自己負担額、100円の人数分を差し引 847 

いて敬老乗車証の事業費のほうを決定させてもらっております。 848 

 そして次に、利用の傾向の増減については、直近については何とも言えません 849 

が、そのことにつきましては現在利用実態調査を実施している最中です。 850 

村井所長 １番目、広域利用の状況でございますが、滝川市こども発達支援センター、滝 851 

川市と雨竜町のお子さんを対象に事業を実施しております。平成25年度全契約 852 

者数142名中、雨竜町のお子さんは10名という状況になっておりました。 853 

 ２番目、構成市町の負担金割合についてですが、職員費を含めました歳出から 854 

児童デイサービス等の給付費を引いた額を基準額として、雨竜町さんの負担割 855 

合は平成25年度で5.3パーセントとなっております。 856 

 続きまして、財源内訳ですが、滝川市こども発達支援センターの使用に関する 857 

協定書に基づきまして先ほどの事業経費、基準額を算出し、通所児童１人当た 858 

りの単価を算出した上で利用人数を掛けた計算式となっております。 859 

前田課長 つどいの広場事業についてでございますが、ここ三、四年につきましては年間 860 

で延べ4,000人程度で推移してございまして、１日当たりで計算いたしますと十 861 

五、六名ということになってございます。傾向といたしましては、子育て支援 862 

センターも同様ですけれども、サークルの活動が減少を示しておりまして、個 863 

人での利用が主体となっております。また、毎月催されますクリスマスですと 864 

かハロウィーンなどのイベントへの人気が高いようでございます。 865 

小山係長 保育所の運営に要する経費に係る一般財源につきましては6,431万円、公債費を 866 

除いた場合は2,798万6,000円で、普通交付税は２億3,953万9,000円と見込んで 867 

おります。 868 

万年係長 保育所費の中の普通交付税の考え方ですけれども、基準財政需要額といたしま 869 

して２億3,900万円ほど入っております。基準財政需要額分割とありますのは、 870 

実際に普通交付税で措置された額、それと市税等というのは基準財政収入額を 871 

あらわしていると思っていただければ、この差額が普通交付税で措置されてい 872 

る額ということになります。 873 

関山主査 中央児童センターにつきましては、児童生徒が利用する日中の時間帯について 874 

は放課後子ども教室として運営しております。施設としての中央児童センター 875 

には、嘱託職員の指導員兼管理人を１名配置しております。放課後子ども教室 876 

を担当する児童厚生員は嘱託職員と臨時職員が各１名となっております。放課 877 

後子ども教室を利用する児童に区分はありませんが、児童室か体育館のいずれ 878 

かを利用するようなこととなっております。 879 

 あと、放課後児童クラブについてのご質疑ですが、放課後児童クラブの担当は 880 
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嘱託職員と臨時職員ですが、人数は場所により異なっております｡児童館を担当 881 

する職員は臨時職員２名となっております。放課後児童クラブの担当と児童館 882 

の担当は基本的に業務を分けておりますが、一般利用の児童がいない時間帯な 883 

どは協力してもらっている状況であります。 884 

山崎係長 相談者に対して相談のたびに生活保護を受けたいかどうかの確認を行っている 885 

かとのことですが、行うことになっております。続きまして、受けたいとの意 886 

思が確認されたら、即日申請書を渡すなどの対応をすることになっているかと 887 

のことですが、こちらも行ってございます。３つ目といたしまして、窓口に置 888 

かれた申請用紙の利用見込みについてですが、窓口に置かれた申請書に興味を 889 

持つ方はいらっしゃいますが、実際には生活保護の窓口に来る方は通常まずは 890 

相談したいとおっしゃって来る方がほとんどでございます。したがって、まず 891 

は相談を受け、その後に生活保護の申請権や制度上の権利または義務を説明し 892 

た上で、職員のほうから交付することがほとんどでございます。したがいまし 893 

て、来年度の見込みとしては年間数件程度になるのではないかと考えてござい 894 

ます。 895 

杉山課長補佐 生活困窮者自立支援につきましてお答えいたします。 896 

 まず、実施内容についてですけれども、生活困窮者自立支援法に規定されてお 897 

ります必須事業のうち、自立相談支援事業の委託に係る予算でございます。具 898 

体の内容につきましては、生活困窮者に対して広く相談を受け、対象者の方が 899 

抱えている課題等を多面的に把握し、対象者ごとの適切な支援計画を策定して、 900 

本人の自立まで継続的に支援していくものでございます。 901 

 利用人数の見込みでございますが、契約の設計段階では月20件程度の個別相談 902 

があると見込んでございます。 903 

 要綱、規則、市の例規についてですけれども、平成27年の４月１日施行に向け 904 

て現在制定中でございます。 905 

清  水 まず、福祉除雪の均等割と面積割ということだったのですが、通常こういう作 906 

業については積算の中に人件費は入れるものだと思いますけれども、最終的に 907 

出しているということですので、人件費の時間当たりの金額が、この均等割や 908 

面積割で出される金額の中にどのように入っているのか、それを示していただ 909 

きたいと思います。 910 

 こども発達支援センターについては、要は歳入を除けば全額一般財源と。市及 911 

び雨竜町の一般財源ということで確認をいたします。 912 

 保育所の運営費については、まず一般財源は6,431万円だということは、いわゆ 913 

る歳出から歳入を引くとその金額になると思うのですが、超過負担は6,431万円 914 

だということで確認をしてよろしいでしょうか。 915 

 89ページの中央児童センターについては、説明が理解できなかったのでもう一 916 

度お聞きしますが、２人ずつ職員がいて、児童館も放課後子ども教室も利用料 917 

が無料なのですから、非常に似たような施設なのです。２人の職員が完全に分 918 

かれているのかどうなのかということを聞いたのですが、日中というような言 919 

葉がされたので、何か時間で分けているのかなと思ったのですが、もう一度説 920 

明をお願いしたいと思います。 921 

 生活困窮者自立支援については、委託と言われたのですが、どのような委託先 922 

を検討されているのか伺います。 923 

鈴木係長 福祉除雪にかかわります積算の中に人件費が含まれているかどうかというご質 924 
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疑についてですけれども、均等割の単価の中に人件費相当については含まれて 925 

いることを社会福祉協議会のほうに確認済みではございますが、その内容につ 926 

きましては市のほうが社会福祉協議会に対して福祉除雪の委託契約について委 927 

託している状況でございますので、そちらにお任せしている形で、詳細は把握 928 

してございません。 929 

関山主査 中央児童センターの件についてですけれども、わかりにくかったということで 930 

すが、まず児童センター嘱託職員１名と臨時職員１名で子供を見ております。 931 

児童館自体が日中というのは、要するに学校が終わってからの１時から通常５ 932 

時までが児童館、放課後子ども教室があいている時間でございます。その中を 933 

この２名で見ているということです。子供の動きによっては、児童室もしくは 934 

体育室に分かれて児童を見るなど、そういう体制をとっております。 935 

杉山課長補佐 生活困窮者自立支援の関係ですけれども、委託先として今考えてございますの 936 

は、札幌市にございますＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センターとい 937 

う団体を考えてございます。平成26年度にモデル事業として空知管内の町村と、 938 

あと岩見沢市で受託していた法人でございます。 939 

前田課長 保育所の運営費に関してでございますが、超過負担とイコールかというご質疑 940 

ですけれども、完全に一致をするということではございませんが、やや近い数 941 

字になるものと理解しております。 942 

村井所長 こども発達支援センターに関する答弁ですが、おっしゃるとおり、一般財源と 943 

いうことになります。 944 

清  水 確認ですけれども、中央児童センターの児童センターと放課後子ども教室は職 945 

員が２人ずつということではなくて合わせて２人と。２人で２つの業務をやっ 946 

ているということで確認いたします。 947 

 それと、福祉除雪ですが、やはり積算単価の中に均等割と面積割があると。で 948 

は、例えば１件除雪するのに１時間かかりましたと。総委託費を均等割とか面 949 

積で割っていったら１時間当たりの金額が例えば600円になりましたと。そうし 950 

たら、最低賃金法を割り込むということになるのですけれども、委託金額の中 951 

に時間当たり幾らという人件費が組み込まれているという、そういう確認はさ 952 

れているのでしょうか。 953 

前田課長 中央児童センターで放課後子ども教室の事業を行っております。放課後子ども 954 

教室はどなたでもご利用いただけることになりますので、そのお子さん方に対 955 

応するための児童厚生員が２名おります。そのほかにあの建物の会議室ですと 956 

か、ほかの部屋の貸し館等もありますので、指導員兼管理人という嘱託職員が 957 

もう一名おります。ですので、全て合わせますと３名で運営をしているという 958 

ことになります。 959 

鈴木係長 福祉除雪に関します時間当たりの人件費単価、幾らかについて確認をしている 960 

かどうかについてですが、こちらは確認いたしておりません。 961 

清  水 確認をしていないということは、最低賃金をちゃんと満たしているかという確 962 

認もとれていないということですか。 963 

鈴木係長 そのことも含めまして現在社会福祉協議会のほうに委託している事業でござい 964 

ますので、そちらのほうで対処していることでございます。 965 

清  水 委託事業というのは指定管理と全く違いますから、市がやることを委託して、 966 

そこの中身は市が全部責任を負うのです｡結果、責任を全て負うのです、。市が 967 

やることをこうやってくれ、ああやってくれということをやってもらうだけの 968 
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話ですから、つまりやり方だとか決め方だとかいうのは全て市が責任持つこと 969 

ですから、社会福祉協議会がやっているので、わかりませんという答弁ではま 970 

ずいのではないですか。 971 

委 員 長 答弁にお時間かかりますか。 972 

（「ちょっと時間下さい」と言う声あり） 973 

委 員 長 暫時休憩いたします。 974 

休  憩 １３：４０ 975 

再  開 １３：４２ 976 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 977 

柳 主 幹 今の質疑についての答弁ですけれども、社会福祉協議会に市から委託はしてい 978 

るところですが、社会福祉協議会で除雪業者に対して実施に当たっての見積も 979 

りをとっております。その中には、人件費とか、そういうのを込みで、内訳を 980 

見た中で見積もり等をとっていると思うのです。実際その金額が最低賃金を満 981 

たしているかどうかまでは市では確認はしておりませんが、ただ実施に当たっ 982 

て業者もそのような形で実施できるということでのご理解のもと進めています 983 

ので、そういう金額的な部分の確認はしてはおりませんが、基準を満たした形 984 

で実施されていると考えております。 985 

清  水 金額確認していないのに満たしているというのは、それは私は根拠が薄いと思 986 

うのです。だから、逆に言うと根拠が薄いのにそのように断定できるというこ 987 

と自体が答弁の行き過ぎかなと思うのですが、そこで福祉除雪の直近でよろし 988 

いです。直近の決算でわかるものでよろしいですが、総委託額から機械借り上 989 

げ料だとか、当然消耗しますから、機械借り上げ料あるいは機械消耗に当たる 990 

経費、それと燃料費、また空き時間等、そこに行く時間をどう見るかというこ 991 

とがありますが、その機械分、燃料費分を総委託料から引いた数字を総委託時 992 

間で割り返すと時間当たりの賃金のようなものが出てくると思いますので、そ 993 

の数字を伺います。 994 

松澤課長 申しわけございません。今そのような資料は持ち合わせてございません。 995 

清  水 やはり最低賃金に割り込んでいる可能性がある。私は非常に重要な点だという 996 

ように思って質疑をしていますので、時間がかかるということであれば再度こ 997 

の委員会をやってもらうか、あるいはこの状態で市長総括まで延ばして、その 998 

ときまでにその数字、資料なりをつくっていただいて、そこで質疑をすると。 999 

運営について審査を続けられるような方法をお願いしたいと思います。 1000 

委 員 長 若干休憩いたします。 1001 

休  憩 １３：４５ 1002 

再  開 １３：５９ 1003 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1004 

 清水委員の再々質疑については、保留にしていただいて、違う方の質疑がある 1005 

ようなので後程答弁とさせていただきます。 1006 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1007 

荒  木 79ページの民生委員児童委員連合協議会の交付金の関係ですけれども、前年よ 1008 

り減額だという理由を聞き逃してしまったのですが、この交付金の積算の根拠 1009 

に当然民生委員児童委員の数が関係すると思うのですが、この980万5,000円の 1010 

根拠になる民生委員児童委員の方は定数が根拠なのか、実数見込みなのかとい 1011 

うことを伺います。 1012 
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池田係長 まず、民生委員の積算根拠となっております人数は定数で計算してございます。 1013 

こちらにつきましては、民生委員の活動費に対する減というものではなくて、 1014 

市民児協のほうに１人当たりの民生委員児童委員連合協議会に対する運営費の 1015 

減という形になっております。内訳としましては、１人当たり１万9,400円掛け 1016 

る定数が昨年までの数字で、平成27年度から１万5,000円掛ける定数で計算した 1017 

減額となります。 1018 

荒  木 その減になった理由は何でしょうか。 1019 

池田係長 減になった理由としましては、民生委員児童委員連合協議会の運営状況を精査 1020 

させていただきまして、減額とさせていただいた経過となります。 1021 

荒  木 私の理解度が不足しているのかもしれませんが、民生委員児童委員連合協議会 1022 

の運営に余裕があるということで理解してよろしいのでしょうか。 1023 

堀 係 長 今回減額させていただきましたのは、滝川市が民生委員児童委員連合協議会に 1024 

対して先ほど言いましたように一人当たり掛ける定数分、事業費の運営費補助 1025 

を市単独で出しておりました。昨年までがそれが１万9,400円です。今回予算を 1026 

作成するに当たりまして事業内容の精査等をした上で１万5,000円の減額、これ 1027 

で民生委員児童委員連合協議会の従来の活動には影響ない額ではないかという 1028 

ことで、二役、役員会の協議を経た上で了承をいただいております。 1029 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1030 

大  谷 今の質疑に関連するのですけれども、今の金額でも全ての民生委員が言ってい 1031 

るわけでないですが、非常に予算も少ないし、回るのもこの程度だというよう 1032 

な声をよく聞くのだけれども、提案した理由として、それしか活動していなく 1033 

ていいというお考えでいるのかどうか伺います。 1034 

 次に83ページ、福祉除雪の関係ですが、清水委員からいろいろありまして、な 1035 

るほど難しい問題がいっぱいあるなと思って聞いていたのですけれども、高齢 1036 

者がだんだんふえるということでは利用者がどういう状況かと。例年より多く 1037 

なっていく傾向か、大して予算的には変わっていない、ほんの少々上がってい 1038 

るから、ふえる状況としてこの見込みで計上されているのだと思うのですけれ 1039 

ども、清水委員が言ういろんな委託料が非常に問題があるとしたら、私が聞い 1040 

ていることとして、作業がいいかげんであるというようなことをよく聞きます。 1041 

例えば市の除雪が終わってから来ればいいのだけれども、その前に来ては除雪 1042 

車が雪を置いていくだとか、それから窓の周りの除雪というか、そういうのは 1043 

年１回ぐらい回ってくれていると、以前にはそのように聞いていたのだけれど 1044 

も、今も行われているのか、そういった費用はまた別に集めるのかどうかとい 1045 

うことをお伺いいたします。それと、どういうことに配慮して委託をお願いし 1046 

ているのかということもお聞きいたします。 1047 

 次、敬老特別乗車証についてですが、高齢者の方がだんだんふえてくるという 1048 

ことでは、利用がふえてくるのかなと思います。ほんの少々金額は上がってい 1049 

るのですが、またそれと反対に利用ができないという人もそれなりにふえてく 1050 

ると。そういったバランスというか、状況をどのように押さえられているのか。 1051 

利用できない高齢者についてはどう考えるかという私の思いはありますが、そ 1052 

れは一般質問の中でも聞いていますので、そこについては省きますけれども、 1053 

そのような方についてのこれからの対策も必要だなと思っているわけです。改 1054 

めてお考え聞かせていただきたいなと思います。 1055 

 次、87ページ、保育所のところですが、代替保育士等賃金が上がっているわけ 1056 
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ですが、これについては収容人数が大体460人ということで、例年と同じです。 1057 

その中で代替保育士賃金がふえるということはどういうことなのかと。臨時の 1058 

方とかが多くなっているというような見方をすればいいのか伺います。 1059 

 それと、89ページ、広域入所負担金がありますが、これが非常に多くなったと。 1060 

約倍ぐらいになっているわけですが、定住自立圏等の問題もありまして、そう 1061 

いった広域の入所の出入りが多くなったのかなと思うわけですけれども、滝川 1062 

からどの地域に広域で入所しているのかと、またよその地域からはどういった 1063 

地域からどのくらい来ているものかと。参考資料の17ページの保育所入所申込 1064 

状況調の中には、広域でよそから入ってきている人も含まれているのかという 1065 

ことを聞きます。 1066 

 それから、病後児保育、大変ありがたいのですが、利用がどのぐらいあるのか 1067 

というのと利用料金です｡保育所に料金払っているのだから、それでこっちを利 1068 

用した場合は特に要らないのか、別に要るのかという点でお聞きいたします。 1069 

国嶋次長 民生委員児童委員連合協議会の活動費についてですが、まず民生委員個人にお 1070 

渡しする活動費については変更ございません。また、市内６地区の各民児協、 1071 

それと各高齢者福祉等の部会、これの活動費についても影響はございません。 1072 

ただ、協議会全体に対して市から単独で運営事業費として補助している、その 1073 

基準単価の見直しを今回事業費の執行状況、また積み立て等の状況から協議を 1074 

いただきまして、予算の見直しに合わせての減額を了承していただいておりま 1075 

す。 1076 

鈴木係長 福祉除雪に関します利用者増減の背景ですとか苦情、福祉除雪に関しての作業 1077 

がいいかげんで、除雪が通ってから除雪したりですとか、窓雪の除雪の関係と 1078 

いう部分のご質疑についてですが、年によって利用者の増減は正直ございます。 1079 

最近ですと、お年寄り、高齢化ですとか、能力、ＡＤＬの低下という部分でふ 1080 

えてきているという背景は正直ございますが、その一方で数字が余り伸びてこ 1081 

ない理由といたしまして、例えば公営住宅の改築ですとか、それで除雪を必要 1082 

としない世帯が増加したり、あとサ高住の類いに入所されて除雪を要さないよ 1083 

うな世帯がふえてきたという部分もありまして、一概にふえるという状況も減 1084 

るという状況についても言えない部分があります。今年度ベースから見ますと、 1085 

予算の見込みとしては若干減る形にはなってはおりますけれども、これについ 1086 

てもそのときのお年寄りの状況とかで数字については増減する形になるかとは 1087 

思います。そして、作業の中で雪を置いていった後に除雪したりですとか、や 1088 

り方が雑だという声につきましては、利用者からの電話での苦情のようなもの 1089 

は確かにございます。その背景といたしまして、例えば雪が降ったときには全 1090 

市的に一気に雪が降りますので、業者も一遍に除雪のほうをやるという形にも 1091 

ならず、除雪がおくれてしまったりですとか、除雪車が通ってから作業をして 1092 

しまったりという、そういうどうしようもない事実もあるとは思います。それ 1093 

については、利用者も理解は示してくれておりますが、例えば病院に行きたい、 1094 

何か急に用事で出たいといってすぐあけてほしいという場合には、私ども市の 1095 

職員がその場に行って除雪をして緊急の避難通路を確保したりとすることも正 1096 

直ございます。ことしは雪が少なかったので、余り件数はありませんでしたが、 1097 

そういうことについては毎年させていただいております。 1098 

 そして、窓雪のたまったときの措置についてですが、利用を希望される方の屋 1099 

根雪のおろす作業ですか、昨年ですと24件、ことしでは今のところ11件行って 1100 
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おりますが、屋根雪をおろす際に窓をあけたりして光の確保ですとか、そうい 1101 

う形ではさせてもらっております。なお、それにつきましては福祉除雪を利用 1102 

されている方に対してのサービスでございますので、毎月定額の利用料を徴収 1103 

されている中で含まれておりますので、屋根雪の除雪をしたからといって新た 1104 

な費用負担については発生してございません。 1105 

 続きまして、敬老パスについてですが、現在は利用実態調査をさせていただい 1106 

ております。利用者がふえているという背景につきましても確かに高齢化率の 1107 

増加ですとか、そういった部分がありますので、ふえているという状況につい 1108 

ては正確に電話によって調査させてもらっております。お話の中ではだんだん 1109 

足が上がらなくなってバスに乗れないですとか、使いづらいというお話もあり 1110 

ますが、そういう部分の苦情ですとか要望を踏まえた上で今後の敬老パスのあ 1111 

り方を、含めた形でより使いやすい制度に持っていきたく検討していきたいと 1112 

思います。 1113 

小山係長 保育所の代替保育士の賃金につきまして、定員は460名ということで変わりはな 1114 

いのですけれども、入所を受け入れる120パーセントまでの児童数を見たときに 1115 

公立保育所の児童の数が多くなったため、職員代替の保育士の数が多くなって 1116 

いることによります。 1117 

 ２点目の広域入所に関しましては、平成27年度の見込みについて管外に入所を 1118 

行う人数を６人、奈井江の保育所に１名、新十津川に３名、砂川に２名を見込 1119 

んでいますし、管外受け入れは４名で、赤平２名、砂川２名を見込んでおりま 1120 

す。 1121 

 病後児保育につきましては、延べ46人の見込みです。利用料については、非課 1122 

税者が５時間未満、５時間以上とそれぞれ無料であり、所得税が非課税の場合 1123 

は５時間未満は500円、５時間以上は1,000円、それから所得税が課税されてい 1124 

る世帯は５時間未満が1,000円で、５時間以上が2,000円となっております。 1125 

大  谷 病後児保育の場合は、例えば保育所料を払っていたとしても、そのほかにこの 1126 

５時間の利用で取られるということですね。払うということでよろしいのでし 1127 

ょうか。 1128 

小山係長 そのとおりです。 1129 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1130 

副委員長 予算書を見る限りは見えてこないのですが、この中で独居老人対策費と言われ 1131 

るものがいろいろあると思うのです。友愛訪問ですとか、いろいろあると思い 1132 

ますが、その中で人感センサーとか、あるいは緊急通報装置に関する部分とい 1133 

うのはどのような見込みであるのかどうかを伺いたいと思います。 1134 

須藤主査 ただいまの副委員長からの質疑にお答えをさせていただきたいと思いますが、 1135 

まず人感センサー、見守り支援センターの通信端末を利用した安否確認につき 1136 

ましては、介護保険特別会計のほうで予算組みをしております。 1137 

 また、緊急通報システムにつきましては、今回予算書の83ページの在宅ケア推 1138 

進事業に要する経費という部分に組み込まれておりまして、緊急通報に係る総 1139 

予算額につきましては電話料だとか手数料等ありますが、19万7,258円という額 1140 

を予算額として一応計上しております。近年新規件数につきましては横ばいと 1141 

いうことになっておりますけれども、私どもとしましては緊急通報システムが 1142 

一番効果的な見守りのシステム、ぐあいが悪くなった時点でボタンを押すこと 1143 

によってすぐ消防につながって救急車がスタートするということで、少しでも 1144 
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病状を軽くするという意味ではやはり緊急通報システムが一番いいと感じてい 1145 

るところでありますので、今後につきましても町内会の会合ですとか、あとは 1146 

民生委員さんの総会、役員会等でさらなる普及啓発をしていきたいと思ってお 1147 

ります。 1148 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1149 

（なしの声あり） 1150 

委 員 長 若干休憩します。 1151 

休  憩 １４：１９ 1152 

再  開 １４：２３ 1153 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1154 

先ほどの福祉除雪の関係は、答弁できますか。 1155 

松澤課長 今、社会福祉協議会から資料もいただいたのですけれども、人件費について具 1156 

体的に記載がございません。それで、今年度といいますか、来年度に向けて、 1157 

清水委員のお話もございますので、やり方、金額の出し方等を社会福祉協議会 1158 

と検討しながら進めていきたいと思いますので、今回大変申しわけございませ 1159 

んけれども、単価までは出せないということでよろしくお願いします。 1160 

清  水 来年度に向けてということですので、平成27年度に向けてと。ただ、この委託 1161 

費は決まっているけれども、契約はいつですか。来年度に向けてということは、 1162 

今私が質疑してきたようなことを踏まえて、人件費について確認をして、場合 1163 

によっては金額の設定の仕方とかも検討して、人件費が最低賃金をまかり間違 1164 

って下回ることのないように、というようなことを配慮して進めるという答弁 1165 

でしょうか。 1166 

松澤課長 最低賃金というのは、当然、市が委託をするということでございますので、人 1167 

件費のとり方もどのように、土木関係といいますか、除雪の関係で最低賃金が 1168 

幾らなのか、今は押さえておりませんけれども、その辺も含めて全体を通して 1169 

この委託のやり方や、算出方法について社会福祉協議会と検討してまいりたい 1170 

と思いますので、よろしくお願いします。 1171 

清  水 場合によっては改善する、という方向が示されたということは理解をいたしま 1172 

したが、これまで人件費という観点からこの予算を決めるに当たって抜けてい 1173 

たということについて、やはりそういう単価の決め方というのがあるというこ 1174 

とに驚きました。こういったことがほかにももしあれば、絶対に正していただ 1175 

きたいなということで、市の契約のあり方についてこういう実態が把握された 1176 

中で今後どのようにしていくのか、責任ある答弁を求めたいと思います。 1177 

吉井副市長 清水委員のご指摘受けとめまして、見直す必要のあるものは見直してまいりた 1178 

いと思います。よろしくお願いします。 1179 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1180 

（なしの声あり） 1181 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 1182 

（異議なしの声あり） 1183 

委 員 長 そのように確認いたします。 1184 

 以上で民生費、関連議案第15号、第27号、第32号及び第33号の質疑を終結いた 1185 

します。 1186 

 ここで所管入れかえのため若干休憩いたします。 1187 

休  憩 １４：２７ 1188 
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再  開 １４：３０ 1189 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 1190 

 衛生費 1191 

委 員 長 衛生費の説明を求めます。 1192 

佐々木部長 （衛生費の保健福祉部所管の部分について説明する。） 1193 

樋郡部長 （衛生費の市民生活部所管の部分について説明する。） 1194 

委 員 長 説明が終わりました。 1195 

 これより関連議案第26号を含めて一括質疑に入ります。質疑ありますか。 1196 

清  水 95ページの保健衛生対策に要する経費の東町・緑町地区共同浴場組合運営補助 1197 

金及び幸町地区共同浴場組合運営補助金の中の道の補助金が幾らで、市の一般 1198 

財源が幾らということでお伺いします。また、幸町地区については、燃料の高 1199 

騰等で平成25年度に請願が出て、一時的に補助金を増額した経緯がありますが、 1200 

新年度についてはこの20万円でやれるということですが、燃料価格がほとんど 1201 

の要因になるのですけれども、極端に安いわけではないと思うのですが、そう 1202 

いった点で20万円で大丈夫なのかということを伺います。 1203 

 次は、同じく95ページ、特定がん検診推進事業の概要と財源、受診者負担への 1204 

助成率について、２点目として高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期予防接種の利 1205 

用者負担料金、また定期以外の利用者負担料金について伺います。 1206 

 97ページ、墓地運営管理で傾斜墓地の改修の進捗状況について、合葬墓の要望、 1207 

問い合わせはどれくらいあるのか。 1208 

 次に、太陽光発電導入支援補助金50万円ですが、件数見込み、また利用累計、 1209 

市内の設置率は全道、全国などと比較してどうか。 1210 

 99ページ、ごみ収集委託料２億2,684万4,000円、５年契約と思いますが、何年 1211 

目か。また、委託料の主な積算内訳について伺います。 1212 

原田課長補佐 まず、公衆浴場の件ですけれども、ひがしの湯、さいわい湯、２浴場あります 1213 

が、道の補助金については今年度も20万円ずついただいておりまして、来年度 1214 

も20万円ずつということで予定しています。来年度のさいわい湯につきまして 1215 

は、通常の20万円の予定をしており、ひがしの湯については、今年度も追加補 1216 

助しながらちょっと乗り切ったというようなこともありまして、通常の20万円 1217 

に加えて40万円の補助金ということで、合計60万円の補助金を予定しておりま 1218 

す。 1219 

 次は、さいわい湯の状況ですけれども、一応今年度も通常の20万円だけの補助 1220 

金で何とか黒字で終えそうで、さらに繰越金を上積みして来年度のスタートが 1221 

できそうな状況になっております。今年度灯油も比較的落ちついた価格の中で 1222 

流れてきていましたので、そういった状況になりましたけれども、来年度もこ 1223 

のままの状況であれば少し繰り越しできるような状態と予想をしています。 1224 

村井係長 特定がん検診推進事業の概要と、財源受診者負担の助成のことについてお答え 1225 

します。 1226 

 特定がん検診推進事業は、大腸がん検診において40歳から60歳の各５年刻みの 1227 

年齢に達した男女に対して検診手帳と検診が無料になるクーポンを配付し、集 1228 

団検診または個別検診にて大腸がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発を 1229 

図るものです。財源については、国が示す基準額の２分の１としてがん検診推 1230 

進事業補助金を財源としています。受診者負担のことについては、無料クーポ 1231 

ンということですので、受診者の自己負担はありません。 1232 
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岩佐主査 高齢者用肺炎球菌ワクチンの利用者負担料金あるいは定期以外の利用者負担の 1233 

料金についてお答えします。 1234 

 医師会と契約している予防接種の料金は7,960円です。これに対して利用者負担 1235 

額は3,980円、私ども滝川市が助成している金額は3,980円でございます。また、 1236 

定期以外の利用者の負担については、全額自己負担をしていただいております。 1237 

金額については、その医療機関によってさまざまです。 1238 

大橋係長 太陽光発電導入支援補助金についてご説明させていただきます。 1239 

 １件目の件数見込みですが、平成24年度から26年度の３年間の利用実績などを 1240 

勘案して27年度につきましては５件見込んでおります。補助率に関しましては、 1241 

平成26年度と同様に１キロワット当たり２万円の補助としており、太陽光発電 1242 

の設置要領の全国平均は約4.5キロワットですので、１件当たり10万円程度、総 1243 

額50万円の予算額としております。 1244 

 次に、補助金の利用累計ですが、平成24年度12件、25年度４件、26年度１件の 1245 

計17件となっております。 1246 

 ３点目の設置率ですが、こちらのほうは平成25年の住宅・土地統計調査の太陽 1247 

光発電システムを設置している住宅数は、全国で約3.10パーセント、北海道は 1248 

約0.99パーセント、滝川市は約0.72パーセントで、この数字は全道35市中16位、 1249 

空知管内では２位となっておりまして、全道市の上位は道東や道南の雪が比較 1250 

的少ない地域となっております。 1251 

原田課長補佐 私のほうから４点目と６点目についてお答えいたします。 1252 

 まず、墓地の管理費についてですけれども、１番目の傾斜墓碑の改修の進捗状 1253 

況ということですけれども、平成17年度以降合計31基を傾斜墓碑として認定し 1254 

ておりまして、今年度移設しました１件を含め15基が移設または現地補修を行 1255 

っております。 1256 

 次、合葬墓の要望、問い合わせはどれくらいあるかということですけれども、 1257 

合葬墓に関する手紙や電話による問い合わせが寄せられた件数は今まで二、三 1258 

件程度と把握しております。 1259 

 次、ごみ収集委託料についてですけれども、平成24年度からの５年長期継続契 1260 

約になりまして、27年度は４年目ということになります。 1261 

 委託料の主な積算内訳ということですけれども、全体経費の８割程度が人件費、 1262 

そのほかは燃料費、車両維持費、車両保険料などとなっております。 1263 

清  水 高齢者用肺炎球菌ワクチンについて、定期以外の方が結構いるという話を聞い 1264 

たことがあります。接種が５年に１回で十分だというのは、恐らく国とか、そ 1265 

ういうところで言っているのだと思うのですけれども、そういう毎年受けるよ 1266 

うな実態についてどのように把握され、考えているかということをお伺いいた 1267 

します。 1268 

 ごみ収集委託については、８割が人件費ということで、この点については人件 1269 

費８割ということで、積算では単価幾らで積算をされているのか伺います。人 1270 

件費でも、何種類かあるのかなと思うのですが伺います。 1271 

岩佐主査 肺炎球菌の接種状況についてお答えします。 1272 

 確かに現在のところ65歳、70歳、75歳と５歳刻みの方が対象となって、その方々 1273 

に対しての補助をすると、そういう制度になっております。国のほうでもいろ 1274 

いろ議論がありました。例えば高齢者優先にしたほうがいいのではないか。つ 1275 

まり80歳以上を優先して、全員に打ったほうがいいのではないかとか、そうい 1276 
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う議論がありましたけれども、やはり公平性を保つためにはなかなか難しいと 1277 

いう中で５年刻みということとなったと聞いております。確かに打つ方は５年 1278 

のうちの１年分が対象ですから、定期以外の方のほうが割合が多いわけですが、 1279 

それはそれでその年になるまで待っていただくということで、私は早く打てな 1280 

いものかとか、どうしてなのかとか、そういうところを何とかご理解いただく 1281 

というご説明しかできないかと思います。 1282 

原田課長補佐 ごみ回収の人件費にかかわる件ですけれども、もともと市が直営でやっていた 1283 

当時の単価を参考にしながら、その後の人件費の動きを想定した中で随時改定 1284 

していっている形をとっておりまして、細かい金額については手元に資料がな 1285 

いのですけれども、区分は普通作業員と運転手の２つの区分で算出しておりま 1286 

す。 1287 

清  水 肺炎球菌ワクチンについては、私の質疑と答弁が違うかと思うのですが、聞き 1288 

直します。 1289 

 ５年間効果が持続するというものではないということだと思うのですが、まず 1290 

どれぐらい効果が続くものか確認します。一方、結構定期以外で打っていると 1291 

いう話を先ほどしましたが、そのうわさは事実ではなくてもう圧倒的に定期の 1292 

方が多いと。非定期は少ないということなのかどうかについて伺います。 1293 

 ごみ回収の人件費については、これまでも直営時代の単価をもとにということ 1294 

は繰り返し答弁がされてきています。一方、非常に給料が安いと聞いているの 1295 

ですが、実際の委託先の賃金についてこの単価がどのように反映されているの 1296 

かお考えを伺いたいと思います。 1297 

 また、働き方についてですけれども、追加質疑になってしまいますが、とにか 1298 

く新しく採用された人はずっと走らされるというのです。走って走って、とに 1299 

かく走らされて、もう体も限界になって続けられないからやめますというよう 1300 

なことが、委託先で起きているということをある人から聞きました。全体がそ 1301 

うだと断定する気は全くありませんが、ただもしそういったことがあるとすれ 1302 

ば違うのかなと思いますので、お考えを伺いたいと思います。 1303 

岩佐主査 高齢者肺炎球菌の定期以外のことについてお答えします。 1304 

 実際にいうと、ではどのぐらい非定期予防接種、つまり任意予防接種で、打っ 1305 

ているのかというのは、個人個人の判断で行っていらっしゃるので、把握して 1306 

おりません。そして、その効果ですけれども、よく５年と言われていますが、 1307 

打って６年後にまた打たなければならないか、あるいは10年後にまた打たなけ 1308 

ればならないのかということは、まだ厚生労働省のほうで結論を出しておりま 1309 

せん。現在のところ１回接種、そのような指示しか厚生労働省からは受けてお 1310 

りません。 1311 

原田課長補佐 ごみ収集の関係ですけれども、実際勤務されているというのは運転手と作業員 1312 

と２人１組でされていまして、地区にもよりますけれども、最大６台で動いて 1313 

いるような形になります。１日12人というようなことで動いているような形に 1314 

なるのですけれども、実際そういった労働の内容だということは耳にしたこと 1315 

はないのですけれども、もし適切な対応がされていないようであれば、それは 1316 

業者にも話をして、労務管理も含めた適切な対応をしてまいりたいと思ってお 1317 

ります。 1318 

 賃金については、実際に支払われている賃金について特に報告を求めていると 1319 

いうことはございませんので、設計している内容がそのまま支払われているか 1320 
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どうかというところまでは把握しておりません。 1321 

清  水 これまでもいろんな場で公契約条例について滝川市も検討してきた経過はある 1322 

と思うのです。人件費が８割という非常に高い、しかも金額も大きい委託事業 1323 

ですから、こういう分野だけでもまず公契約条例まではいかなくても市の委託 1324 

費が賃金にどれぐらい反映されているかということを確認していくということ 1325 

についてお考えを伺いたいと思います。 1326 

吉井副市長 公契約の関係の答弁で私も清水委員の質疑に答弁したことがありますけれども、 1327 

個別の金額がどうのこうのということではなく、毎年１回適正な公共事業の運 1328 

営をしてほしいということの中で建設部サイドから各業者の方に文書も出され 1329 

ていると思いますので、そういった中できちんとそういうことも含めて対応を 1330 

してもらいたいというお願いはさせていただきたいと思っております。 1331 

清  水 今のご答弁は、建設業界には毎年１回文書が出されていると。これまでは、こ 1332 

ういったごみ収集委託業者等には行っていないので、今後はこういったことを 1333 

やっていきたいというご答弁と確認してよろしいでしょうか。 1334 

吉井副市長 公共事業のきちんとした推進について、そういったことも含めて配慮してまい 1335 

りたいと思っております。 1336 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1337 

大  谷 それでは、２点ですけれども、95ページ、先ほど浴場について出ました東町・ 1338 

緑町地区共同浴場組合運営補助金ですが、増額になったということは団地がで 1339 

きて浴場の利用者が減ったので、収入減になるからそうしてほしいということ 1340 

でなったと思うのですが、また新しくもう１棟できます。ということは、また 1341 

収入が減ると。そうなっていったときにだんだん減っていってここを増額して 1342 

いくのだと思うのだけれども、最終的にそういうことになれば浴場がなくなる 1343 

のでないかという不安を持っている人たちもいるのですけれども、そういうこ 1344 

とについてはどうなのかという質疑です。 1345 

 それと、２点目ですが、101ページのごみのところですが、ごみ収集、分別収集 1346 

について、平成26年度雑紙が収集されるようになって、大変よかったという声 1347 

があります。その中でプラスチックごみを普通の燃えるごみとして出している 1348 

のだけれども、それが非常にかさばって燃えるごみが多くなっていると。他市 1349 

でもそういったプラスチックの収集をしているところもあるのだけれども、滝 1350 

川市は行えないのかという声を多く聞くのですけれども、その辺についてのお 1351 

考えを伺います。 1352 

原田課長補佐 ひがしの湯の関係ですけれども、実際平成25年９月に東町団地１号棟が完成し 1353 

た後、入浴する方が激減しております。平成25年度末で決算上約６万円ぐらい 1354 

の赤字を抱えて26年度スタートした形になるのですけれども、当然組合のほう 1355 

とも改善できる点がないかどうかというような協議をさせてもらいました。入 1356 

浴料金も年度の中で２回ほど引き上げています。道の助成金がもらえる事業も 1357 

あるのですけれども、敬老入浴ですとか、そういったことも実施して、少しで 1358 

も助成金もらうというようなことをして改善していった点はあったのですけれ 1359 

ども、結局入浴客が少なくて、平成26年度に55万円追加で、合計75万円の補助 1360 

金を出しているというような形があります。平成26年度は、若干黒字の見込み 1361 

で繰越金を持って27年度のスタートができるものですから、合計60万円の補助 1362 

金ということで計上したのですけれども、これはあくまでも現在の状況を維持 1363 

しているという中での積算になります。当然ことしの９月ごろ２号棟が完成し 1364 
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まして、さらなる利用人数の減が想定されています。ただ、今の現状でどのぐ 1365 

らいの利用人数になって、どのような状況になるかというのは不透明なところ 1366 

ですから、年度当初は現状どおりの営業を続けながら相応の補助金を交付する 1367 

というやり方でいきたいなと思っております。２号棟完成後、新たな状況が見 1368 

えた段階で次の方策を考えていきたいなと思っております。 1369 

大橋係長 プラスチックのごみの回収についてというご質疑でございますが、まずはプラ 1370 

スチック、廃プラといいますか、そういうものを回収するためには保管場所を 1371 

確保するという必要がございます。その保管場所をつくるための費用が莫大に 1372 

かかるということ、あとプラスチックといいましてもいろいろ種類がございま 1373 

して、それを分別しなければならないという、その分別する費用もかかるとい 1374 

うことで、なかなか予算的に厳しいと考えております。今プラスチックを燃や 1375 

せるごみとして回収しているのですけれども、焼却する際の熱で発電するとい 1376 

うことで、ただ捨てるわけではなくて、リサイクルするというような方法も用 1377 

いておりますので、どうぞご理解願います。 1378 

大  谷 浴場のことですが、この後経費がかかっていても維持するということを確約い 1379 

ただけるかどうか、それを皆心配している方が多くおります。 1380 

 それから、プラスチックごみについてはそういった保管場所等難しいかと思い 1381 

ますけれども、多くの声が他市でも実施していると。もしかしたら滝川もいつ 1382 

かはそういうことになるのかなと。そうしたら、早い段階でもっと検討できな 1383 

かったのかということになる気がするのです。現状がそうだからということで、 1384 

今後もそれでいいのか、検討していく余地があるのかお伺いします。 1385 

原田課長補佐 ひがしの湯の存続の確約というようなご質疑については、今後組合の方々とも 1386 

話し合いを続けながらということになると思うのですけれども、市には住民の 1387 

方の入浴機会を確保するという責務があります。団地住民の方の利便性とかと 1388 

いうことからも理解を得られるということを考慮しながら、今後検討していき 1389 

たいと思っております。 1390 

大橋係長 プラスチックごみの関係ですが、今のところ検討するというような段階ではご 1391 

ざいませんが、今後もよりよい方法は何かということを常に考え、また念頭に 1392 

置きながら業務を進めていきたいと考えております。 1393 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1394 

山  口 95ページの救急医療啓発普及事業ですけれども、内容について説明お願いしま 1395 

す。 1396 

 それと、97ページの歯科保健指導事業ですが、子供に対しては子供の歯を守る 1397 

会とか、いろいろやっているのですけれども、今日本歯科医師会で問題になっ 1398 

ているのは在宅の老人の歯科予防が立ちおくれているということを言われてい 1399 

るのですけれども、そういう在宅老人に対する施策は平成27年度で考えていま 1400 

すか。 1401 

岩佐主査 救急医療啓発普及事業についてお答えします。 1402 

 これは、土曜の午後、平日の夜間の外科、それから平日の夜間19時から22時ま 1403 

での内科を輪番制、当番制で診療してくれる制度で、滝川市は医師会と契約し 1404 

ている事業です。 1405 

澤田主査 在宅老人に対する歯科保健の施策についてというご質疑にお答えしたいと思い 1406 

ます。 1407 

 滝川市では、滝川市障がい者歯科保健医療サービス推進事業を平成６年から実 1408 
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施しておりまして、20年にわたり実施しているのですけれども、在宅の訪問も 1409 

今行っております。年間200件以上行っているところです。まだまだ歯科保健の 1410 

周知は足りないかなと思っていますので、ケアマネージャーの方々の協力を得 1411 

ながら、地域の訪問をまた推進していきたいと考えています。 1412 

山  口 救急医療の啓発の答弁は、在宅当番医制運営事業のことを言っているのでない 1413 

のですか。啓発なのでしょうか。 1414 

岩佐主査 山口委員がおっしゃったとおり、医療に関する啓発普及もこの事業に含んでお 1415 

りますが、先ほどお話ししましたとおり病院の輪番制による救急医療の措置に 1416 

関する事業が主であります。そして、在宅当番医制については、日曜日、祝日、 1417 

年末の昼夜の外科を輪番制、当番制で行う事業です。ですから、簡単に考えれ 1418 

ば在宅当番医制運営事業が外科、救急医療啓発普及事業が内科と考えてもよろ 1419 

しいかと思います。 1420 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1421 

副委員長 墓地の運営管理に関して伺いたいのですが、この墓地も空き家の部分とちょっ 1422 

と似ているところがあって、平成27年度以降恐らく墓地を管理される、いわゆ 1423 

る墓守という方がいていただきたいのですけれども、どんどんいなくなってい 1424 

くというか、管理される方が不在になってくるというような状況が出てくると 1425 

思うのです。そういったことの対策費がこの中に入っているのかどうなのかと 1426 

いうのをまず伺いたいことと、それと27年度以降その件に関してどのように思 1427 

われているのか伺いたいと思います。 1428 

原田課長補佐 管理する方がいなくなったお墓に対する対策費というのは特に計上はしており 1429 

ません。毎年返還される墓地も10件から20件程度出てきていますので、今後ま 1430 

すます副委員長がご指摘のようにふえていくのかなということは認識しており 1431 

ますので、今後に向けてそういったことについても検討しながら進めていきた 1432 

いと思っております。 1433 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 1434 

（なしの声あり） 1435 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 1436 

（異議なしの声あり） 1437 

委 員 長 そのように確認いたします。 1438 

 以上で衛生費、関連議案第26号の質疑を終結いたします。 1439 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 1440 

 あすは午前10時から会議を開きます。 1441 

 本日はこれにて散会いたします。どうもお疲れさまでした。 1442 

散  会 １５：１４ 1443 


